
「
角
筆
文
献
研
究
の
課
題」

〔
第一
類〕
広
島
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
蘇
悉
地
調
羅
経
巻
中
院
政
初
期
点

角
筆
仮
名

三
行
目
「
却
徴
之」

右
傍

「ウ
ペ
に
?・
つ
川
九」
(
カ
へ
シ
ア
ラ
ハ
ス)
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〔
第
四
矧〕

角
川本
文
字
西
大
寺
蔵
文
殊
講
伽
陀
(
室
町
時
代
写)
紙北同
角
筆
文
献

第
三
行
「
西
大
寺
仙
尊
之」



角
筆
文
献
研
究
の
課
題

一 、
角
筆
文
献
の
概
要

角ゴモ文献研究の課題

角
筆
は 、
象
牙
文
は
竹
な
ど
で
作っ
た
箸一
本の
形
の
用
具
で
あ
る 。
長
さ

は
六
寸
(
約一
八・
二
極)
乃
至
八
寸
(
約
二
四・
五
糎)
程
度
||
丁
度 、

鉛
筆
か
小
筆の
長
さ
ーーで

あっ
て 、
一
端
を
筆
の
先の
よ
う
に
削
り 、
乙
れ

キ+ム'A

で
文
字
を
指
し 、
又
は
文
字
を
書
き
記
す
方
便
と
し
た 。

乙
の
角
筆
で
害
か
れ
た
文
字
は 、
そ
の
跡
が
凹
み
と
し
て
紙
の
面
に
残
る
も

の
で
あ
る 。
容
え
て
み
る
と 、
裁
縫
のへ
ら
で
布
に
線
な
ど
を
引
い
て 、
凹
み

の
跡
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
象
牙
や
竹
製
の
用
具
の
尖
端
を
以
て 、

紙
の
面
を
直
接に
傷つ
け
凹
ま
せ
る
乙
と
に
よっ
て
文
字
を
書
い
た
も
の
で
あ

る
か
ら 、
白
い
紙
に
筆
で
墨
の
文
字
を
書
い
た
り
朱
書
や
白
点
を
施
し
た
り
し

た
よ
う
な 、
色
彩
に
よっ
て
読
む
人
の
自
に
映
る
も
の
と
は 、
全
く
異
なっ
た

も
の
で
あ
る 。
正
に
掻
き
記
し
た
も
の
で
あ
る 。

乙
の
よ
う
に 、
角
筆
で
文
字
な
ど
が
書
付
け
ら
れ
た
文
献
を 、
こ
と
で
「
角

筆
文
献」
と
呼
ぶ
乙
と
に
す
る 。

角
筆
文
献
は 、
そ
の
文
字
の
跡
が 、
墨
な
ど
の
色
彩
で
は
な
く 、
凹
み
で
あ

る
か
ら 、
大
変
自
に
付
き
難
く 、
そ
の
上 、
長
い
年
月の
間
に
は
そ
の
文
字
が

舎
か
れ
た
凹
み
も
消
え
か
かっ
た
も
の
が
多
い
ば
か
り
で
な
く 、
グ

文
字
は
墨

林

芳

規

で
書
い
た
も
のd
と
い
う
M

常
識H
に
災い
さ
れ 、
毛
筆
以
外の
筆
記
具
を
使

っ
て
文
字
を
書
く
と
と
が
あっ
た
と
い
う乙
と
に
思
い
も
及
ば
な
かっ
た
近
代

人
に
は 、
今
ま
で
看
過
さ
れ
て
来
た
の
も 、
誠
に
無
理
か
らぬ
乙
と
で
あ
る 。

角
筆
文
献
の
第1
号
が
見
付
け
ら
れ
た
の
は 、
二
十
年
前
の
昭
和
三
十
六
年

で
あ
る 。
東
京
の
某
デパ
ー
ト

で 、
高
野
山
部
宝
展
が
催
さ
れ
た
時 、
展
示
中

の
漢
書
周
勃
列
伝
の 、
墨
書
さ
れ
た
本
文
に 、
そ
の
訓
点
を
施
す
の
に
角
筆
で

ヲコ
ト

点
や
仮
名
な
ど
||乙

れ
を
「
角
筆
点」
と
呼
ぶ
乙
と
に
す
る
ーー

が

書
か
れ
て
い
る
こ
と
を 、
同
席
の
築
島
裕
博
士
が
気
付
か
れ
た
の
で
あ
る 。
第

2
号
は 、
そ
の
翌
年 、
五
島
美
術
館
の
大
日
経
(
本
文
書
写
は
奈
良
時
代で 、

白
点
の
識
語
に
「
長
暦
四
年
(一
O
四
O)
七
月一
日
移
点
了」
と
あ
る)
を

調
査
し
て
い
る
折
に 、
思
い
が
け
な
く 、
白
点の
他
に
角
筆
点の
あ
る
乙
と
を

見
出
し
た
も
の
で
あ
る 。
更
に 、
漢
書
楊
雄
伝
天
暦二
年
(
九
四
八)
の
訓
点

注2

本
に
も 、
京
都
大
学
か
ら
出
版
さ
れ
た
複
製
本に
は
そ
の
精
巧
な
写
真
の
故

に 、
角
筆
の
仮
名
な
ど
が
映っ
て
い
る
と
と
に
気
付
く
に
至
り 、
そ
の
特
異
な

筆
記
方
式
に
注
意
す
る
と
と
に
よっ
て 、
新
し
い
訓
点
資
料
の
群
が
浮
ぴ
上
る

注3

と
予
想
さ
れ 、
訓
点
語
学
会
の
機
関
誌
に
報
告
し
た
の
で
あっ
た 。
そ
の
後 、
昭

和
四
十
年
以
降 、
京
都
の
高
山
寺
の
経
蔵
調
査
が
始
ま
り 、
次
い
で
大
津
の
石

山
寺 、
東
寺
観
智
院 、
嵯
峨
の
大
覚
寺 、
又 、
ζ
れ
よ
り
先 、
昭
和
三
十
八
年
以
降

1 



は
山
科
の
醍
醐
寺
な
ど
の
典
籍
文
書
の
総
合
調
査
に
参
加
さ
せ
て
頂
く

機
会
に

恵
ま
れ 、
経
蔵
の
全
文
献
を
残
ら
ず
調べ
る
と
い
う
方
式に
幸い
さ
れ
て 、
次々

と
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た 。
点
数
で
い
う
と 、
昭
和
五
十
六

注4

年
十一
月
現
在
で 、
総
計
八
十二
点
を
数
え
る
に
至っ
て
い
る 。
と
れ
ら
の
中

に
は 、
同
じ

調
査
メ
ム
パ
l

の 、
築
島
裕
博
士
を
始
め 、
田
中
稔 、
奥
田
勲 、

柳
悶
征
司 、
故
横
田
拓
実 、
加
藤
優 、
石
塚
崎
通 、
三
保
忠
夫 、
菅
原
範
夫 、

月
本
雅
幸の
諸
氏
が
見
付
け
ら
れ 、
そ
の
教
示
に
負
う
た
も
の
も
少
な
く
な
い 。

八
十二
点
の
角
筆
文
献
は 、
そ
れ
が
書
か
れ
た
時
代
か
ら
見
る
と 、
平
安
極

初
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
の
も
の
ま
で
各
時
代
に
わ
たっ
て
い
る 。
乙
の
う
ち

で 、
最
も
古
い
の
は 、
九
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
り 、
石
山
寺
諮問

大
乗
阿
枇

達
磨
雑
集
論
巻
第
十
六
の一
巻
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
点
で
あ
る 。
乙
の
本

は 、
本
文
の
漢
文
を
奈
良
時
代
の
天
平
勝
宝
四
年
(
七
五
ニ)
に
墨
書
で
書
写

し
て
お
り 、
そ
の
行
間
な
ど
に
角
的4
を
以
て 、
句
切
段
落
点
や
万
葉
仮
名
な
ど

を
書
入
れ
て 、
そ
の
訓
読
を
示
し
て
い
る 。
次
い
で
古
い
も
の
が 、
京
都
興
聖

母犬。

州伸
寺
蔵
の
大
唐
西
域
記
巻
第一
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
点
で
あ
る 。
乙
の
本

は 、
墨
書
で
延
暦
四
年
(
七
八
五)
七
月
に
僧
蓮
慶
が
書
写
し
た
漢
文
の
行
聞

に 、
角
筆
を
以
て
そ
の
訓
読
を
示
す
万
葉
仮
名
や
ヲコ
ト

点
や
漢
字
を
書
き
記

し
て
い
る 。
角
低4
を
以
て
書
き
記
し
た
時
期
は 、
万
葉
仮
名
や
ヲコ
ト

点
法
な

ど
か
ら
見
て 、
本
文
書
写
の
後 、
問
も
な
い
九
世
紀
初
頭
と
認
め
ら
れ
る 。
以

後 、
平
安
時
代 、
鎌
倉
時
代 、
室
町
時
代 、
江
戸
時
代
に
もそ
の
文
献
が
存
す

る 。
と
の
設
も
新
し
い
も
の
は 、
醍
醐
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩此自
門
品

の
文
化
六
年
(一
八
O
九)
書
写
の
墨
書
本
文
の
全
帖
に
角
祭
で
仮
名
や
漢
字

を
施
し
た
も
の
で
あ
る 。

八
十二
点
を
時
代
別
に
分
け
て
見
る
と 、
平
安
初
期
が
六
点 、
平
安
中
期
が

二
十
四
点 、
平
安
後
期
九
点 、
院
政
期
五
点 、
鎌
倉
時
代
十
四
点 、
南
北
朝
時

代二
点 、
室
町
時
代
九
点 、
江
戸
時
代
が
十
三
点
と
な
る 。
こ
の
う
ち
で 、
平

安
中
期
が
最
も
多い
の
は 、
と
の
時
期
が
最
も
よ
く

実
質
的
に
角
筆
の
用い
ら

注7

れ
た
乙
と
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る 。
文
学
作
品
の
う
ち 、
盆
物
語
に
「
か

く
ひ
ち」
(
角
悠)
と
い
う
言
葉
と 、
そ
れ
を
使っ
て
恋
文
の
和
歌
や
散
文
を

書
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り 、
錆
始
日
記
の
天
禄
三
年
(
九
七
二)
八
月の
臼

記
に 、
角
筆
と
考
え
ら
れ
る
用
具
で
和
歌
を
書
き
送っ
た
と
い
う
記
事
が
あ

る 。
乙
の
二
作
品
と
も 、
成
立
や
そ
の
日
記
の
年
月
が
丁
度こ
の
平
安
中
期
に

関
係
が
あ
る
の
も 、
偶
然
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る 。

八
十二
点の
う
ち 、
漢
籍
に
角
筆
点
が
あ
る
も
の
は 、
十
七
点
で
あ
る 。
東

山
御
文
庫・
岩
崎
文
庫
蔵・
神
田
喜一
郎
博
士
本
古
文
尚
蓄
を
始
め
と
し
て 、

平
安
中
期
を
中
心
に
江
戸
時
代
に
及
ん
で
い
る 。
ζ
の
う
ち 、
平
安
中
期
の
渓

注8

籍
の
現
存
本
の
九
点
に
は 、
すべ
て
角
筆
点
が
害
入
れ
ら
れ
て
い
る 。

次
に 、
角
祭
文
献
の
図
書
と
し
て
の
内
容
を
見
る
と 、
漢
籍
や
仏
教
の経
典
ミAQM

な
ど
の
訓
点
資
料
が
多い
が 、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く 、

伊
勢
物
語
の
古
写
本の

行
聞
に
そ
の
注
釈
な
ど
を
角
筆
で
書
入
れ
た
国
文
学
関
係
書
ゃ 、
所
調 、
古
文

書
の
類
に
も
入
る
よ
う
な
国
史
学の
関
係
書
も
見
ら
れ
る 。

更
に 、
角
筆
が
使
わ
れ
た
地
域
を
見
る
に 、
八
十
点
は 、
京
都
と
そ
の
近
辺

と
い
う 、
古
代
文
化
の
中
心
地
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
最
近
は

地
方
か
ら
も
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
始
め
て
い
る 。
そ
の一
つ
は 、
国
書
で
あ

り 、
伊
予
三
嶋
社
縁
起
室
町
後
期
写
本
の
角
筆
点
で
あ
る 。
ζ
の
文
献
は 、
愛

媛
県
大
山
紙
神
社
に
現
蔵
し 、
乙
の
神
社
の
縁
起
を
墨
書
で
普い
た
漢
文
の
行

聞
に
角
筆
で
そ
の
訓
読
を一示
す
仮
名
が
替
か
れ
た
も
の
で
あ
る 。
乙
の
神
社
の

縁
起
で
あ
る
か
ら 、
乙
の
神
社
の
在
る
瀬
戸
内
海
の
大
三
島
で
も
角
悠
の
使
わ

れ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る 。
も
う一
つ
は 、
佐
賀
県
小
城
町
の
山
聞

に
あ
る 、
岩
蔵
寺
と
い
う 、
天
台
宗
の
古
剰
に
伝
え
ら
れ
て
来
た 、
大
般
活
経

2 



で
あ
る 。
現
状
は
大
形
の
折
本
装の
装
肢
で 、
五
百
九
十
帖
余
が
残っ
て
い
る

が 、
そ
の
う
ち
の
四
百
九
帖
に
角
筆
の
文
字
や
絵
が
筈
込
ま
れ
て
い
る 。
角
筆

は 、
四
百
九
帖
の
巻
末
奥
書
や
表
紙
な
ど
に
笠宮
か
れ
て
お
り 、
そ
の
文
字
に

は 、
鎌
倉
時
代
の
文
永
十
年
(一
二
七
三)
か
ら
元
徳三
年
ご
三
三
こ
に

至
る
年
紀
が
当
時の
筆
跡
で
記
さ
れ 、
又 、
寺
社
の
名
前
や
僧
侶
名
も
害
か
れ

注目
て
い
る 。
寺
や
僧
侶
の
名
の
中
に
は 、
佐
賀
市
の
南
に
位
置
す
る
所
に
存
し
た

P
河
副
荘d
と
い
う
荘
園
に
関
係
す
る
文
書
に
出
て
来
る
も
の
が
あ
る
の
で 、

鎌
倉
時
代
に 、
乙
の
地
方
で
角
筆
が
使
わ
れ
た
乙
と
は
動
か
な
い 。
乙
れ
は
九

州
に
お
け
る
角
祭
文
献
の
第1
号
で
あ
り 、
角
祭
文
献
が
全
国
的
に
用
い
ら
れ

て
い
た
と
考
え
る
方
向
づ
け
を
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る 。

以
上
が 、
今
日
ま
で
に
得
ら
れ
た 、
角
祭
文
献
に
つ
い
て
の
概
要
で
あ
る 。

ニ 、
角
筆
文
献
の
分
類

角祭文献研究の課題

角
筆
文
献
は 、
以
上
述べ
た
よ
う
に 、
平
安
初
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
と
い

う
長
い
時
期
に
わ
た
り 、
色
々
な
種
類
の
図
書
に
及
び 、
中
央
だ
け
で
な
く

地

方
に
も
広
がっ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
ら 、
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
文
献

を 、
一
括
り
に
し
て一
律
に
扱
う
よ
う
な
と
と
を
す
れ
ば 、
勢い
雑
駁
な
見
方

と
な
り 、
本
質
が
見
え
て
来
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る 。

そ
乙
で 、
角
筆
文
献
を
同
じ

性
格
の
も
の
を
集
め
て
分
類
し 、
そ
れ
ぞ
れ
の

類
ど
と
に
観
察
し
た
上
で 、
そ
の
異
な
る
類
の
聞
に
通
じ
て
見
出
せ
る
性
質
が

あ
れ
ば 、
そ
れ
を
考
え
る
と
と
に
し
よ
う
と
思
う 。

角
筆
文
献
は 、
大
き
く 、

第一
類・
第二
類・
第
三
類
の
三
つ
に
分
類
さ
れ

ヲ句 。第一
類
は 、
漢
文
の
木
文
が
墨
書
で
書
か
れ
で
あ
る
も
の
に 、
角
筆
で
訓
点

が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る u
即
ち 、
角
筆
点
資
料
で
あ
る 。
但
し 、

角
筆
点
の
他
に 、
同
じ

書
物
に
白
点
や
朱
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
も
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で 、
い
わ
ば
乙
れ
ら
と
角
筆
点
と
が
同
居
し
て
い
る
文
献で
あ

る 。
巻
頭
写
真
の 、
〔
第一
類〕
に
例
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
広
島
大

学
国
語
学
研
究
室
蔵
蘇
悉
地
鶏
羅
経
巻
中
院
政
初
期
写
本
で
示
せ
ば 、
写
真二

行
自
の
「
カヘ
シハ
タ
ル」
の
仮
名
は
朱
点
で
あ
り 、
乙
の
よ
う
な
仮
名
と
ヲ

コ
ト

点
と
が
全
巻
に
施
さ
れ
て
い
る 。
本
文
書
写 、
訓
点
書
入
れ
共に
院
政
初

期
と
見
ら
れ
る 。
三
行
自
の
「
カヘ
シ
ア
ラハ
ス」
(「ス」
は
「
爪」)
が 、

角
筆
で
蓄
か
れ
た
仮
名
で
あ
る 。
書
入
れ
ら
れ
た
時
期
は 、
朱
点
と
ほ
ぼ
同
じ

頃と
見
ら
れ
る 。

第二
類
は 、
漢
文
の
本
文
が
基金百
で
普
か
れ
で
あ
る
もの
に 、
角
筆
で
訓
点

が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
角
筆
点
資
料
で
あ
る
が 、
訓
点
は
角
筆
点
だ
け
で
あっ

て 、
白
長
や
朱
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
が
同
居
し
て
い
な
い
文
献
で
あ
る 。
ζ

れ
は
漫
然
と
見
る
と 、
訓
点
が
全
く
な
い 、
漢
文
だ
け
の
白
文
と
見
ら
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る 。
事
実 、
ζ
れ
ま
で
は
そ
う
し
て
見
逃
さ
れ
て
来
た
も
の

で
あ
る 。
複
製
本
に
な
る
と一
一周
見
逃
さ
れ
易
く 、
角
筆の
凹
み
の
文
字
は 、

普
通
の
撮
影
方
法
で
は
写
真
に
映
ら
な
い
の
で 、
単
な
る
白
文
の
文
献
と
同
じ

に
扱
わ
れ
る
と
と
に
な
る 。
古
典
保
存
会
か
ら
複
製
公
刊
さ
れ
た
「
石
山
寺
蔵

注U
漢
書」
は
そ
の一
例
で
あ
る 。

巻
頭
写
真
の 、
〔
第二
類〕
に
例
示
し
た
の
は 、
石
山
寺
蔵
の
沙
弥
諒

威

儀
経
の
墨
書
の
本
文
に 、
角
筆
の
訓
点
だ
け
が
警
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

一
行
目
「
念」
の
右
傍
「
へ
わ」 、
二
行
自
「
欲」
の
右
傍
「
あ
え
は」 、
「
温」

の
右
傍
「・ペ
小」 、
三
行
自
「
己」
の
右
傍
「れ
れ」
な
ど 、
角
筆
の
仮
名
が

当
時の
女
手
を
使っ
て
書
入
れ
ら
れ
て
い
る 。
角
筆の
ヲコ
ト

点
や
漢
字
の
書

入
れ
も
あ
る 。
本
文
は
平
安
中
期
(
十
世
紀)
の
前
半
期
(
延
喜
|

天
磨
間)

に
害
か
れ
た
と
見
ら
れ 、
角
筆
点
も
同
期の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る 。
と
の
写
真

3 



の
品川
祭
点
は 、
一
方
か
ら
の
光
線
に
よ
り
特
別
な
方
法
で
撮
影
す
る
乙
と
に
よ

っ
て 、
写
し
出
し
た
も
の
で
あ
る 。
乙
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
は
石
山
寺一
切
経

の一
つ
で
あ
り 、
他
の
石
山
寺一
切
経
と
共
に
昭
和
三
十
年
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
折
の
調
査
報
告
書に
は
角
筆
の
訓
点
の
乙
と
は
気

付
か
れ
な
かっ
た
ら
し
く
全
く

言
及
さ
れ
て
い
な
い 。

第
三
類
は 、
淡
文
や
そ
の
訓
点
か
ら
全
く
離
れ
た 、
訓
点
資
料
と
は
関
係
の

な
い
角
祭
文
献
で
あ
る 。
白
い
紙
に
角
祭
で
文
字
を
書
い
た
文
献
が
主
と
な

る 。
と
れ
乙
そ
没
然
と
眺
め
る
な
ら
ば 、
単
な
る
白
い
紙
と
見
て
し
ま
う
お
そ

れ
の
大
き
い
も
の
で
あ
る 。

巻
頭
写
真
の 、〔
第
三
類〕
に
例
示
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る 。
写
真
の
折
目

の
三
行
自
に 、
角
筆
で
「
西」
「
大」
「
寺」
「
仙」
「
尊」
(
草
体)
「
之」
と
書

か
れ
た
文
字
が
見
ら
れ
る 。
他
の
行
に
も
角
筆
の
文
字
が
あ
る 。
こ
れ
は 、
西

大
寺
蔵
文
殊
諮
伽
陀
と
い
う
折
紙一
通
の
墨
3
(
桃
山
時
代
在
写)
の 、
紙
背

の
白
紙
の
面
に 、
角
筆
で
舎
か
れ
た
文
字
で
あ
る 。
墨
書
と
同
じ

筆
跡
で
あ
る

か
ら 、
同
じ
時
期
の
舎
入
れ
と
見
ら
れ
る 。

笠
物
語
の
冒
頭
で 、
小
野
箆
が
「
か
く
ひ
ち」
を
使っ
て 、
異
母
妹
に
恋
文

を
常一回
い
て
送っ
た
と
し
(
前
掲 、
注7) 、
又 、
鯖
始
日
記
の
中
で 、
大
和
守

女
が
道
網へ
の
返
歌
を 、
「
白
い
紙
に
物
の
先
し
て
書
き
た
り」
と
記
し 、
そ

の
跡
が
「
雪の
白
浜 、
白
く
て
は
見
し」
と
あっ
た
と
い
う
の
も 、
こ
う
い
う

類
の
も
の
で
あっ
た
か
と
恩
わ
れ
る 。
た
だ 、
白
い
紙
に
角
筆
だ
け
で
文
字
を

令官
い
て
も 、
毛
筆
墨
書
の
場
合
と
異
なっ
て 、
一
見
何
も
書
い
て
な
い
白
地
と

誤
認
さ
れ
易
い
で
あ
ろ
う
か
ら 、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
白
紙
の
ま
ま
で
今
日
に

残
存
す
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
く 、
墨
書
の
紙
背
と
か 、
本の
表
紙
や
見
返

と
か
に 、
角
筆
で
菩
か
れ
た
も
の
が 、
そ
の
墨
書
が
保
存
さ
れ
る
乙
と
に
伴っ

て 、
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
乙
と
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う 。

以
上
の 、
第一
類
か
ら
第
三
類
ま
で
の
角
筆
文
献
が
見
付
け
出
さ
れ
た
順
序

は 、
最
初
が
第一
類
で
あ
り 、
次
い
で
第二
類 、
更
に
第
三
類
と
な
る 。
最
初

は 、
第一
類
の 、
同
居
し
て
い
る
白
点・
朱
点の
調
査
を
し
て
い
る
際
に 、
同

じ
苦
物
の
中
で 、
偶ミ
角
筆
点
に
気
付
い
た
も
の
で
あ
る 。
次
い
で 、
第二
類

は 、
そ
の
よ
う
な 、
一
見
白
文
と
見
紛
う
角
筆
点
資
料の
存
在
を
予
想
し
て
か

ら
数
年
後 、
第一
類
の
第1
号
か
ら
は
十
年
後に
第二
類
の
実
物
を
石
山
寺
の

経
践
で
見
付
け
た
次
第
で
あ
る 。
釘
二
類
が
見
付
け
出
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
て

か
ら 、
次
い
で
涌
い
た
予
測
は 、
白
い
紙
に
角
筆の
文
字
だ
け
を
書
い
た
第
三

類
の
存
在
で
あ
る 。
乙
れ
を
採
し
始
め
て
か
ら
四
年
後
に 、
第
三
類
の
原
物 、

つ
ま
り
漢
文
の
訓
点
と
は
関
係の
な
い 、
角
筆の
文
字
だ
け
を
独
立
し
て
書
い

た
文
献
が 、
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
わ
け
で
あ
る 。

今
日
ま
で
に
見
付
け
ら
れ
た
角
箪
文
献
の
八
十二
点
の
う
ち 、
第一
類
が
六

十
八
点 、
第二
類
が
七
点 、
第
三
類
も
七
点
で
あ
る 。
第二
類
と
第
三
類
と
が

少
な
い
の
は 、
こ
れ
ら
に
気
付
い
た
時
期
が
遅
い
乙
と
と 、
筆
者の
調
査
の
関

心
が
訓
点
資
料
に
強
く
あっ
た
と
と
に
も
拠
る
と
思
わ
れ
る 。
今
後
は 、
ζ
の

第二
類
や
第
三
類
の
文
献
も
点
数
を
増
し
て
行
く
乙
と
が
予
想
さ
れ
る 。

4 

、
角
筆
文
献
研
究
の
方
法

乙
ζ
に
分
類
し
た 、
第一
類・
第二
類・
第
三
類
の
三
つ
の
類
は 、
単
に
見

付
け
ら
れ
た
段
階
の
差
を
示
す
だ
け
で
な
く 、

上
述
の
よ
う
な
文
献
資
料
と
し

て
の
質
の
異
な
り
を
反
映
す
る
と
共
に 、
特
に 、
角
祭
文
献
を
研
究
し
考
察
す

る
方
法
の
上
で 、
相
違
を
持っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
乙
の
乙
と
を
以
下
に

述べ
て
み
る 。



角祭文献研究の課題

付、

第
一

類
に
お
け
る
方
法

第
一
類
は 、

角
筆
点
が
白
点
・

朱
点
な
ど
の
色
彩
の
訓
点
と
同
居
し
て
い
る

も
の
で
あ
る 。

従
っ
て 、
乙
の
「
色」
の
訓
点
と
角
筆
点
と
を
比
較
す
る
と
と

に
よ
っ
て 、

角
筆
点
の
性
格
を
知
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る 。

第
一
類
は 、

更
に
第一
種
と
第
二
種
と
に
分
か
れ
る 。

第一
種
は 、
「
色」

の
訓
点
が
先
に
書
入
れ
ら
れ 、

そ
れ
を
参
看
し
た
上
で 、

角
筆
点
が
後
か
ら
書

加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

第
二
種
は 、

角
筆
点
が
先
ず
書
入
れ
ら
れ
て
あ

り 、
乙
れ
に
対
し
て
後
か
ら
「
色」
の
訓
点
が
書
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
場
合 、
「
色」
の
訓
点
は 、

角
筆
点
と
は
関
係
な
く
(
気
付
か
ず
に)

書

加
え
ら
れ
た
も
の
と 、

角
筆
点
を
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
書
加
え
ら
れ
た
も
の
と

が
あ
る 。

巻
頭
写
真
の
2

頁
の
石
山
寺
蔵
求
問
持
法
応
和
頃
点
の
角
祭
点
は 、

乙
の
第
二
種
の
例
で
あ
っ

て 、

角
筆
の
仮
名
の
上
を
墨
書
で
な
ぞ
っ
た
も
の
で

あ
る 。第

一
類
の
角
祭
文
献
の
中
に
は 、

同
じ
書
物
が 、

第一
種
と
第
二
種
と
を
併

せ
持
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る 。

乙
乙
で
は 、

第
一
類
の
中
か
ら 、

第
一

種
と
第
二
種
と
を
併
せ
持
っ

て
い

る 、

神
田
本
白
氏
文
集
を
例
と
し
て 、

そ
の
方
法
を
話
題
と
す
る 。

神
田
喜一

郎
博
士
蔵
の
白
氏
文
集
巻
第
三
・

巻
第
四
の
二
巻
は 、

院
政
初
期
の
天
永
四
年

(
一
一
一
一ニ)

に 、

藤
原
式
家
の
文
章
博
士
茂
明
が
訓
点
を
書
入
れ
た
訓
点
資

料
と
し
て
著
名
で
あ
っ

て 、

古
典
保
存
会
の
復
製
本
を
通
し
て 、

国
語
史
上
の

諸
事
象
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
乙
と
は 、

そ
の
例
を
枚
挙
す
る
に
違
が
な
い
程
で

あ
る 。

所
が 、
乙
の
両
巻
と
も
に 、

金
巻
に
わ
た
っ

て 、

極
め
て
詳
し
く
濃
い

密
度
で
角
筆
の
仮
名
や
声
点
や
合
符
・

入信
点
や
抹
消
符
な
ど
が
書
入
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る 。

今 、

墨
書
と 、

角
筆
仮
名
と
の
関
係
を 、

動且日
の
表
し
方
に
つ
い
て
見
て
み

る
(
角
筆
の
仮
名
は
「
」
(
角)
で
示
す 。
そ
の
他
は
墨
書
仮
名・
朱
ヲ
コ

ト
点 。
*
印
は
角
筆
を
第
二
次
盛
容
が
な
ぞ
っ

た
場
合
を
示
す 。
従
っ

て
*
印

は
複
製
本
で
も
見
ら
れ
る) 。

ミ
剰
ZY』(
角)
*

ー 、

冗

員

(
巻
四 、

制
行)

zg
Z(
角)
*

乙
の
例
は 、

巻
四
の
最
後
の
詩
「
採
詩
官」
に
あ
る
字
句
で 、

無
駄
な
人
員
の

意
で
あ
る u

乙
の
「
冗」
の
字
音
を
表
す
の
に 、

墨
書
で
は
「
ミ

(
音)
剰」
と

所
語 、

類
音(
同
音
と
も)
の
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る 。
乙
れ
に
対
し
て 、

角

筆
で
は
「
シ
ョ
ウ」
と
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る 。

し
か
も 、

角
筆
の
仮
名
の

方
は
漢
字
の
左
傍
に
書
か
れ
て
い
る 。

乙
の
よ
う
に
角
筆
は
墨
書
を
避
け
て 、

左
傍
ゃ 、

右
傍
で
も
墨
書
の
な
い
所
に
書
入
れ
て
あ
る 。

神
田
本
白
氏
文
集
の
墨
書
に
は 、

第
一
次
に
書
入
れ
た
も
の
と 、

そ
れ
よ
り

後
か
ら
書
加
え
ら
れ
た
第
二
次
墨
書
と
が
あ
る 。

第一
次
墨
書
は 、

右
掲
例
の

「
ミ

剰」
が
ζ
れ
で
あ
り 、

動
音
を
書
表
す
の
に 、

仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
ず 、

反
切
も
し
く
は
類
音
の
漢
字
表
記
で
あ
る 。

如容反

2 、

茸
ミ

(
巻
四 、
m
行)

玉胡暇反h79

切古息反

胡八反

3、

渓l

滋
(
巻
三 、

m
行)

州l
女
(
巻
三 、
回
行)

黙l
虜(
巻
四 、

m
行)

2
は
関
動
音 、
3
は
A口
動耳目
の
例
で
あ
る 。
3
の
例
の
「
玉」
は
「
玉
筒」 、

「
切」
は
「
切
韻」
の
略
称
で
あ
る 。

乙
の
よ
う
に 、

中
国
大
陸
の
古
辞
書
や

韻
警
な
ど
に
よ
っ

て
字
音
を
注
記
す
る
こ
と
は 、

古
文
尚
書
平
安
中
期
点
を
始

め
と

[唯一山 、
漢
籍
の
訓
点
資
料
の
伝
統
的
な
表
記
方
式
で
あ
る 。
乙
れ
に
対
し

て 、

角
筆
点
で
は 、

反
切
や
類
音
字
の
表
記
は
一
つ
も
な
く 、

次
例
の
よ
う

に 、

す
べ
て
仮
名
表
記
で
あ
る 。

p
rv
Z(
角)
*

4 、 -
即
臨
O{角 、
平
濁)
*
(巻
三 、
即
行)

司ャ
Z(
角)
*

;

相個

狂
(
巻
三 、

即
行
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『
1
1』
(
角)

鮮

何

(
巻
三
、

抑

行)

「
タ
ワ
ウ」
(
角)

5 、
似レ
策。(
角、
平)
(
巻

四、

問
行)

yz
乙
{
角)

府
血

(
巻
三
、

加

行)

4
は
開
勤
音 、
5
は
A口
動
音
の
例
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
開
動車田
・

合
勧
音
と

も
に
角
筆
で
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
て 、

墨
書
の
表
記
と
は
大
き
く

異
な
る

の
で
あ
る 。

角
筆
の
仮
名
表
記
の
例
に
*
印
を
付
し
た
も
の
は 、

既
述
の
よ
う

に 、

角
筆
の
仮
名
の
上
か
ら
第
二
次
墨
書
の
仮
名
が
と
れ
を
な
ぞ
っ

て
い
る
乙

と
を一
示
す
(
従
っ

て
*
印
の
な
い
角
筆
の
仮
名
の
例
は
複
製
本
で
は
写
っ

て
い

な
い
か
ら 、
複
製
本
で
は
確
認
す
る
と
と
が
出
来
な
い) 。
と
の
第
二
次
墨
書

仮
名
は 、

仮

特字
体
が
第一
次
墨
書
仮
名
に
通
ず
る
の
で 、

同
人
の
手
と
見
ら

れ
る
が 、

筆
致
や
墨
色
が
異
な
っ

て
い
る 。

第
一
次
墨
書
と
角
怒
と 、

第
二
次
墨
書
と
の
書
入
れ
の
順
序
は 、

先
ず
第一

次
墨
書
が
苔
か
れ 、

次
に
角
筆
が
こ
れ
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
書
入
れ
ら
れ 、

最
後
に
第
二
次
墨
書
が 、

角
筆
仮
名
を
上
か
ら
な
ぞ
る
よ
う
に
し
て
書
加
え
ら

れ
て
い
る リ

そ
の
根
拠
は
次
の
三
つ
の
原
則
か
ら
導
か
れ
る 。

第
一
原
則

||
角
筆
の
仮
名
は 、

第
一
次
墨
書
と
は
重
な
ら
ず 、
乙
れ
を
避

け
て
書
か
れ
て
い
る 。

第
二
原
則

||
第一
次
墨
書
に
異
訓
が
二
つ
以
上
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合 、

そ
の
一
つ
に
角
筆
で
合
点
を
附
す
乙
と
が
あ
る 。

第
三
原
則

||
第
二
次
墨
書
は 、

角
筆
を
な
ぞ
っ

て
い
る
か
ら 、

当
然 、

角

筆
と
重
な
り 、

字
体
・

訓
法
も
一
致
す
る 。

乙
れ
に
よ
っ

て 、

角
筆
は 、

第一
次
墨
書
を
明
ら
か
に
意
識
し
て 、
乙
れ
と
は

異
な
る
訓
読
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

又 、

第
二
次
墨
書

が
角
筆
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は 、

ω
墨
色
が
角
筆
の
凹
み
の
た
め
に

「
キ
ヤ
ウ』
(
角)

郷

貫
(
巻一
ニ
、

制

行)

2
2
(
角)

雑
升

(
巻
四
、

防

行)

掠
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と 、

ω
第
二
次
墨
書
が
角
筆
の
仮
名
-

A口
点
等
を
な
ぞ

る
際
に 、
A口
点
の
み
を
な
ぞ
っ

て 、

合
点
さ
れ
て
い
る
角
筆
の
仮
名
や
合
符
を

な
ぞ
り
忘
れ
た
為
に 、

古
典
保
存
会
の
複
製
本
で
見
る
と 、

塁
審
の
合
点
だ
け

が
あ
っ

て 、
合
点
さ
れ
た
筈
の
も
の
が
写
っ

て
い
な
い
と
い
う 、一
見
奇
妙
な
現

注目

象
を
呈
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
と
と
か
ら
も
分
る 。

そ
と
に
は 、

角
筆
の
合
点

と
合
点
さ
れ
た
訓
点
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る 。
ζ
の
よ
う
に 、

角
筆
の
仮
名

な
ど
の
中
に
は 、

第
二
次
墨
書
が
そ
の
上
か
ら
な
ぞ
っ
た
為
に 、

複
製
本
に
写

さ
れ
て
そ
の
訓
法
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が 、

第
二
次
墨
書
が
な

ぞ
ら
な
い
も
の
も
多
く 、

従
っ

て
複
製
本
に
は
全
く
映
っ

て
い
な
い
も
の
も
少

な
く
な
い
の
で
あ
る 。

神
田
本
白
氏
文
集
の
第一
次
墨
書
と 、

角
筆
と
の
関
係
を 、

次
に 、

鼻
音
m

と
n
と
の
表
記
に
つ
い
て
見
る 。
5
の
例
は
第一
次
録
筈
で
あ
る u

ス、ムて

ノムて

5

@
生
(
巻
三
、

m

行)

前
(
巻
四
、

必

行)

飲
(
巻
四
、

抑

行)

カタム元
国
(
巻
三
、

制

行)

ムスムて

ノムBP

結
(
巻
三
、

即

行)

喉
(
巻
三
、

湖

行)

@
何
(
巻
三
、

則

行)

去
3
年
(
巻
四、

四

行)

ナント毛
イ
ソ

イカ
ソ

ナ、ムトス

安
(
巻
四
、

拙

行)

奈
l
何
(
巻
四
、

回

行)

欲

(
巻一
ニ
、

蹴

行)

γム
サタ

セム

の
貧
1
虜
(
巻
三
、

幻

行)

参
l
錯
(
巻
三
、

河

行)

李
如
遷
(
巻
三
、

即

行)

配
1
軍
(
巻
四
、

日

行)

部
(
巻
四
、

山

行)

@
航シ
ペ
巻
三
、

幻

行)

都
品畑
(
巻
三
、

m

行)

疎
l
短
(
巻
四
、

m

行)

今ン潅
水
(
巻
四
、

制

行)

@
@
は
和
語
の
音
便
を
表
記
し
た
例
で
あ
る ω

そ
の
う
ち 、

@
は
「
ウ
ム
デ」

「
ス
、
ム
デ」
「
ノ
ム
デ」
「
カ
タ
ム
ズ
」
の
よ
う
に
マ
行
の
ミ
が
援
音
便
と
な

っ
た
も
の 、
「
ム
ス
ム
デ」
の
よ
う
に
パ
行
の
ビ
が
按
音
便
と
な
っ
た
活
用
語 、

6 



及

び

「

ノ

ム

ド
」

(

↑

ノ

ミ

ト
)

の

名

詞

の

例

で
、

総

計

十

七

例

が

す

べ

て
「

ム
」

と

表

記

さ

れ

て

い

る
d

と

れ

に

対

し

て
、

@

は

「

ナ

ン

ト

モ
」

「

イ

ン

ジ
」

の

よ

う

に

ナ

行

の

ニ

が

按

音

便

と

な

り

「

ン
」

で

表

記

さ

れ

た

も

の
、

「

イ

ヅ

ク

ゾ
」

「

イ

カ

ゾ
」

の

よ

う

に

ニ

が

援

音

便

と

な

っ

た

り

「

ナ

、

ム

ト

ス
」

の

よ

う

に

ラ

行

の

り

が

援

音

便

と

な

っ

た

も

の

を

無

表

記

と

し

た

例

で
、

十

例

を

数

え

る
。

「

ム
」

表

記

の

耳
目

便

は
、

車
目

価

が

そ

の

成

立

か

ら

見

て

何

と

推

定

さ

れ
、

「

ン
」

表

記

・

無

表

記

の

音

便

は
、

2
日

価

が

そ

の

成

立

か

ら

見

て

何

と

推

定

さ

れ

る
。

第
一

次

墨

書

で

は
、

乙

の

二

つ

の

扱

音

を

表

記

上
、

例

外

な

く

区

別

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

の

と

@

と

は

漢

字

音

の

韻

尾

に

m

や

n

を

持

つ

例

で

あ

る
。

の

は
「

貧
」

「

監
」

「

配
」

の

よ

う

に

威

摂

に

属

し

た

り
、

「

叡
」

「

猷
」

の

よ

う

に

深

摂

に

属

し

た

り

す

る

字

で

あ

り
、

そ

の

韻

尾

は

刷
と

見

ら

れ

る
。

乙

れ

を

す

べ

て

「

ム
」

で

タン
タン
サン

表

記

し

て

い

る
。

@

は

「

断
」

「

短
」

「

潅
」

の

よ

う

に

山

摂

に

属

し

た

り
、

「

郁
」

の

よ

う

に

警

伎

に

属

し

た

り

す

る

字

で

あ

り
、

そ

の

韻

尾

は

川
と

早

り

れ

る
。

乙

れ

を

す

べ

て

「

ン
」

で

表

記

し

て

い

る
。

漢

字

音

の

場

合

で

も
、

第

一

次

墨

警

は
、

乙

の

二

種

の

鼻

音

を
、

表

記

上
、‘

例

外

な

く

区

別

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

角筆文献研究の課題

平

安

時

代

に

お

い

て
、

と

の

こ

穫

の

鼻

音

が

区

別

せ

ら

れ

た

乙

と

に

つ

い

て

注目

は
、

中

田

祝

夫

博

士

の
一

角

論

が

あ

る
。

第
一

次

墨

警

に

お

け

る

こ

の

よ

う

な

区

別

の

状

況

は
、

院

政

初

期

に

お

け

る
一

般

的

な

事

象

と

し

て
、

そ

の

指

摘

さ

れ

た

所

に

良

く

適

う

も

の

で

あ

る
。

t
れ

に

対

し

て
、

角

筆

の

仮

名

の

方

は
、

JJ
zt(角)

6、
鉢
悶

布
(
巻
三 、
出
行)
(「ハ
ツ」
の
み
第
二
次
墨
舎
が
な
ぞ
る)

『ハンコンノカワハ』(角)

F
t字ど(角)*

反
完
香

(
巻
図 、
肌
行)

傷

(
巻
三 、
日
行)

の

「

ハ

ツ

セ

ム

(

ホ

こ

の

「

セ

ム
」

の

よ

う

に

区

別

が

乱

れ

て

い

る
u

「

悶
」

は

山

摂

に

属

す

る

字

で

あ

る

か

ら
、

区

別

す

る

と

す

れ

ば

「

セ

ン
」

と

表

記

す

べ

き

も

の

で

あ

る
。

角

筆

の

仮

名

が

全

部
、

区

別

が

な

い

わ

け

で

は

な

く
、

「

お
影
」

や
、

耳
目

使

吋

飢〕
の

よ

う

に

区

別

の

原

則

に

合

う

も

の

も

あ

る

が
、

第

一

次

墨

書

が

す

べ

て

区

別

さ

れ

て

い

る

の

に

対

し

て
、

角

祭

の

方

は
、

既

に

乱

れ

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

神

田

本

白

氏

文

集

の

第
一

次

墨

書

と
、

角

筆

と

の

関

係

を
、

第

三

番

目

の

問

題

と

し

て
、

漢

字

音

の

居

内

入

声

音

の

表

記

に

つ

い

て

見

て

み

る
。

，、枯
1
1

7
、

喋

ミ・
関
言1
語

(
巻
四
、

制
行)

Eと(角)

右

の

例

は
、

巻

四

の
「

秦

吉

了
」

の

中

の

語

句

で

あ

る
υ

鏡

舌

の

意

味

の

「

喋
」

は
、

葉

韻

字

で

あ

る

か

ら
、

居

内

入

声

音

と

し

て

字

音

仮

名

遣

で

は

「

テ

フ
」

と

表

記

さ

れ

る

字

で

あ

る
。

第
一

次

墨

書

は
、

「

ミ

(

音
)

帖
」

と

類

音

字

で

表

記

し

て

い

る

が
、

角

筆

で

は

仮

名

の

「

テ

ツ
」

と

表

記

さ

れ

て

い

る
ψ

と

れ

は

「

喋

ミ
」

の

下

位

字

の

「

テ

フ
」

の

「

テ
」

が

無

声

子

音

で

あ

り
、

ζ

れ

に

続

け

て

発

音

す

る

際

に
、

上

位

字

の

「

テ

フ
」

の

入

声

音

が

促
血
固

化

し

た

と

と

を

示

す

表

記

と

見

ら

れ

る
。

と

の

例

は
、

そ

の

事

象

の

早

い

例

で

あ

る
。

と

れ

ら

の

角

怨

の

仮

名

は
、

多

く

が

第

二

次

墨

書

で

な

ぞ

っ

て

い

な

い

か

ら

||

特

に

巻

四

に

お

い

て

著

し

い

llk

古

典

保

存

会

の

複

製

本

で

は

全

く

映

っ

て

い

な

い
。

従

っ

て
、

神

田

本

白

氏

文

集

の

訓

点

を

国

語

史

の

資

料

と

す

る

場

合

に

は
、

複

製

本

だ

け

で

は

不

十

分

で

あ

り
、

使

い

も

の

応

な

り

難

い

乙

と

に

な

る

の

で

あ

る
。

神

田

本

白

氏

文

集

の

角

筆

の

書

入

れ

は
、

乙

の

他

に
、

そ

れ

が

藤

原

茂

明

の

式

家

の

家

説

を

示

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

と

と

が

判

明

す

る

と

か
、

第
一

次

墨

書

と

第

二

次

墨

書

と

の

弁

別

に

役

立

つ

と

か
、

種

々

の

効

用

を

持

っ

て

い

る

が
、

ζ

乙

で

は

筋

か

ら

外

れ

る

の

で

省

筆

す

る
。

7 



以

上

の

よ

う

に

し

て
、

角

祭

文

献

の

第
一

類

は
、

同

じ

審

物

に

同

居

す

る
、

「

色
」

の

訓

点

と

比

較

す

る

乙

と

に

よ

っ

て
、

角

筆

で

警

か

れ

た

も

の

の

性

格

を

知恵

乙

と

が

出

来

る

の

で

あ

る
。

ど

の

よ

う

な

性

格

と

し

て

緩

め

ら

れ

る

か

は
、

後

述

す

る
。

白、

第
二
類
に
お
け
る
方
法

第

二

類

は
、

角

筆

点

だ

け

が

書

入

れ

ら

れ

た

文

献

で

あ

る
。

第

二

類

の

文

献

は
、

同

じ

書

物

の

中

で

「

色
」

で

施

さ

れ

た

他

穏

の

訓

点

と

比

較

す

る

よ

う

な

乙

と

は

出

来

な

い
。

し

か

し
、

角

筆

点

は
、

漢

文

に

対

す

る

訓

点

で

あ

る

か

ら
、

「

訓

点
」

で

あ

る

と

い

う

制

約

を
、

と

の

第

二

類

の

文

献

は

常

に

受

け

て

い

る
。

従

っ

て
、

同

種

の

訓

点

と

比

較

す

る

乙

と

に

よ

っ

て
、

角

筆

点

の

特

性

を

知

る

手

掛

り

が

得

ら

れ

る
。

第

二

類

の

中

か

ら
、

巻

頭

写

真

に

も

掲

げ

た
、

石

山

寺

蔵

沙

弥

十

戒

威

儀

経

平

安

中

期

主

点

の

平

仮

名

を

例

と

す

る
。

乙

の

沙

弥

十

戒

威

儀

告

が
ヲ

コ

ト

点

に

「

乙

点

図
」

(

以

下
、

私

に

「

慈

党

大

節

点
」

の

名

称

を

用

い

る
)

が

使

わ

れ

て

い

る
。

乙

の

慈

党

大

師

点

を

使

っ

た

訓

点

資

料

は
、

平

安

中

期

の

十

世

紀

だ

け

に

偏

民
ι

現

在

十

八

点

が

確

認

さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

に

つ

い

て

は

別

に

述

べ

た

所

で

あ

る
ω

当

時

は

ヲ

コ

ト

点

や

仮

名

字

体

が

訓

点

資

料

ど

と

に

未

だ

流

動

的

で

あ

っ

た

が
、

慈

党

大

師

点

の

訓

点

資

料

は
、

ヲ

コ

ト

点

も

仮

名

字

体

も

殆

ど
一

致

し

て

い

る
。

そ

の

仮

名

字

体

は
、

後

に

詳

し

く

述

べ

る

よ

う

に
、

省

薗

体

の

片

仮

名

||

し

か

も

ζ

の

グ

ル

ー

プ

に

だ

け

特

有

の

字

体

を

多

く

持

つ

仮

名

体

系

ーー

を

主

と

し

て

い

る
。

そ

う

い

う

中

で
、

沙

弥

威

儀

経

の

角

筆

点

は
、

慈

覚

大

師

点

特

有

の

片

仮

名

字

体

も

少

し

は

用

い

て

い

る

が
、

大

部

分

は

平

仮

名

ーー当

時

は

女

手

と

言

う

ーー

を

主

に

用

い

て

い

る

の

で

あ

る
。

乙

れ

は
、

角

祭

を

使

っ

た

と

と

と

密

接

な

関

連

が

あ

る
。

こ

の

こ

と

は

後

に

具

体

的

に

述

べ

る

乙

と

に

す

る
。

旬、

第
三
類
に
お
け
る
方
法

第

三

類

は
、

漢

文

の

訓

点

か

ら

全

く

離

れ

た
、

訓

点

資

料

と

は

関

係

の

な

い

文

献

で

あ

る
。

従

っ

て
、

そ

の

方

法

も

訓

点

と

の

比

較

で

は

成

り

立

た

な

い
。

第

三

類

は
、

更

に

第
一

種

と

第

二

種

と

に

分

け

ら

れ

る
。

第
一

一穫

は
、

伊

勢

物

語

の

鎌

倉

時

代

の

古

写

本

に
、

角

家

で

以

て

そ

の

注

釈

を

曇

笹

本

文

の

行

間

や

字

面

に

筈

込

ん

だ

よ

う

な

も

の

で

あ

る
。

漢

文

の

訓

点

と

は

無

関

係

で

あ

る

が
、

平

仮

名

な

ど

墨

書

本

文

に

基

い

て

そ

れ

に

角

筆

を

書

入

れ

た

類

の

も

の

で

あ

る
。

石

塚

晴

通

氏

の

教

示

に

よ

る

と
、

小

川

広

巳

氏

蔵

伊

勢

物

語

は

伝

為

相

筆

と

さ

れ

る

鎌

倉

後

期

の

書

写

本

で
、

と

の

墨

書

の

平

仮

名

文

の

本

文

の

行

間

に
、

角

筆

を

使

っ

て
、

歌

の

詠

手

を

示

す

文

字

ゃ
、

意

味

の

注

を

書

入

れ

た

り
、

音

便

を

示

し

た

り
、

濁

点

を

付

し

て

「

み

ず

い

じ

ん
」

な

ど

読

み

方

を

示

し

た

り
、

段

落

の

切

れ

目

を

示

し

た

り

す

る
、

い

わ

ば

注

釈

が

書

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

一

体
、

古

典

の

注

釈

に

は
、

定

家

の

源

氏

奥

入

の

よ

う

に

被

注

語

句

を

別

に

抜

出

し

て
一

蓄

を

為

す

仕

方

と
、

顕

昭

の

古

今

集

注

の

よ

う

に
、

古

今

和

歌

集

の

古

写

本

の

本

文

そ

の

も

の

に

そ

の

行

聞

や

欄

外

に

直

接

に

書

入

れ

る

仕

方

と

が

あ

る

が
、

角

筆

の

注

釈

は

と

の

古

今

集

注

の

よ

う

な

注

釈

史

の

流

れ

の

中

に

お

い

て
、

そ

れ

ら

と

比

較

す

る

と

と

に

よ

り
、

ど

の

よ

う

な

特

質

を

示

す

か

を

検

討

す

る

と

と

が
一

つ

の

課

題

と

な

る

が
、

何

よ

り

も
、

今

後

は

古

典

の

古

写

本

そ

の

も

の

に

角

築

の

注

釈

が

書

入

れ

ら

れ

て

い

る

か

ど

う

か
、

見

直

し

の

総

点

検

を

す

る

必

要

が

あ

る

と

思

う
。

第

三

類

の

第

二

種

は
、

白

い

紙

に

角

筆

だ

け

の

文

字

が

存

す

る

文

献

で

あ

る
。

巻

頭

写

真

の
「

西

大

寺

仙

尊

之
」

と

害

か

れ

た

類

で

あ

る
。

ζ

乙

で

は
、

佐

賀

県

の

岩

蔵

寺

蔵

円吠

般

若

経

に

害

入

れ

ら

れ

た

角

筆

の

文

字

を

例

と

す

る
。

ζ

れ

は

最

近

調

査

し

た
新

資

料

で

あ

り
、

先

述

の

よ

う

に
、

角

叡

は

四

百

九

帖
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と

い

う

多

量

の

巻

に

書

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

本

文

は

宋

版

の

い

わ

ゆ

る

思

渓

版

で

あ

り
、

そ

の

巻

末

の

白

紙

部

分

(

丁

度

奥

容

を

書

く

箇

所

な

ど
)

や

前

表

紙
・

裏

表

紙

な

ど

に

角

筆

を

以

て
、

漢

字

や

平

仮

名

や

焚

字

等

の

文

字

が

書

入

れ

ら

れ
、

又
、

動

植

物

や

人

物

等

の

絵

が

恰

も

「

鳥

獣

戯

画
」

を

思

わ

せ

る

よ

注初

う

な

筆

致

の

風

俗

画

様

の

絵

も

書

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

そ

の

角

筆

の

文

字

は
、

例

え

ば

次

の

よ

う

で

あ

る
。

①

(

巻

二

百

十

二
、

奥

書
)

「

元

亨

元

年

八

月

廿

九

白

書

了

加

賀

房

尊

賢

服
」

(

角

舎)

②

(

巻

二

百

二

十

五
、

奥

書
)

「

明

星

寺

住

人

加

賀

房

尊

賢

之
」

(

角

書)

③

(

巻

二

百

四

十
一

、

後

表

紙
)

「

応

長

二

年

三

月

十

七

日

僧

禅

与

(

花

押
)

/

願

申

西

に

ゆ

く

処
」

(

角

警)

④
(

巻

四

百

七

十二
、

後

表

紙)
「

け

ん
け

ん
(乾元)
二
年

八
月

十
四
日
」

(

角

書)

⑤

(

巻

四

百
九

十
一

、

奥

書
)

「

永

仁
五

年

九

月一
日
明

星
寺

式
部

房

朝
覚
(

花

押
)
」

(

角

書)

角$文献研究の課題

(

後

表
紙
)

「

奉

転

読

大

般

若
」

(

角

書)

⑤

(

巻

百

四

十

九
、

前

表

紙
)

「

円

慶

之

読

調

大

般

若

経

也
」

(

角

書)

⑦

(

巻

百

四

十

八
、

後

表

紙
)

「

椿

宮

之

大

般

若

経

也
」

(

角

書)

③

(

巻

五

百

三

十
一
一
、

後

表

紙
)

「

性

厳

心

覚

寂

風

春

也
」

{

角

瞥)

乙

の

よ

う

に
、

奥

書

等

に
、

年

月

日

や

寺

名
・

僧

名

等

が

角

筆

で

多

数

害

入

れ

ら

れ

て

い

る
u

年

紀

は
、

文

永

十

年

(
一

二

七

三
)

か

ら

元

徳

三

年

(
一

三

三

こ

の

丁

度

鎌

倉

時

代

末

ま

で

の
、

建

治
・

弘

安
・

永

仁
・

乾

元
・

延

慶
・

正

和
・

元

亨

の

年

月

日

が

二

十
一

箇

所
、

そ

れ

ぞ

れ

当

時

の

筆

跡

で

書

か

れ

て

い

る。

僧
の

名

は
、

①

②
の

尊

賢

や

③

の

禅

与
、

①
の

朝
覚
、

③

の

性

厳

や

心

覚

な

ど

計

五

十

数

名

が

数

え

ら

れ
、

そ

の

中

に

は

そ

れ

ぞ

れ

の

自

筆

花

押

も

角

筆

で

書

か

れ

て

い

る
。

寺

名

に

は

②

の

「

明

星

寺
」

の

他
、

「

福

満

(

寺
)
」

「

円

明

(

寺

と

が

あ

り
、

神

社

名

に

は
、

⑦

の

「

椿

宮
」

の

他
、

「

椿

八

幡

大

芥
」

(?}

 

「

椿

御

宮
」

「

隆

推

大

明

神
」

な

ど

が

あ

る
。

又
、

⑤

の

よ

う

に

大

般

若

経

を

読

請

し

た

と

か

「

奉

転

読

大

般

若
」

(

巻

四

百

九

十

二

と

か
、

乙

の

大

般

若

経

に

関

す

る

書

入

れ

や
、

③

の

「

願

申
、

西

に

ゆ

く

処
」

の

よ

う

な
、

漢

字

平

仮

名

交

り

(

草

体
)

の

呪

文

が

三

十

七

帖

に

わ

た

っ

て

書

入

れ

ら

れ

た

り
、

③

の

「

心

覚

寂
、

風

春

也
」

の

よ

う

な

覚

書

や

所

懐

の

よ

う

な

も

の

が
、

他

に

も
「

風

円
(

口

開
か
)

/

心

覚
」

(

巻

五

百

三

十

五
)
、

「

月

明
(

柿

尚

一円
)
」

(

巻

百

五

十

四
)
、

「

児
尻
抵
」

(
巻

百

七

十

こ
、

「

賦
月

木
」

(
巻

三

百

四

十

九
)

等

の

よ

う

に

書

入

れ

ら

れ

て

い

る
。

「

き

ゑ

ゆ

く
」

の

よ

う

な

平

仮

名

の

語

句

や

文

ら

し

い

も

の

も

多

い

が
、

現

段

階

で

は

殆

ど

読

み

解

け

て

い

な

い
。

乙

の

経

典

は

大

般

若

転

読

に

実

際

に

用

い

ら

れ

た

も

の

ら

し

く
、

厚

手

の

表

紙

が

手

垢

に

ま

み

れ

て

い

て
、

そ

の

表

紙

に

書

か

れ

た

角

筆

の

文

字

が

極

め

て

読

み

難

く

な

っ

て

い

る

も

の

が

多

い
。

寺

名

や

僧

名

の

中

に

は
、

乙

の

地

方

の
一

角

城

寺

文

書

に

載

っ

て

い

る

「

河

副

荘
」

と

い

う

荘

園

関

係

の

文

書

に

出

て

来

る

寺

名

や

僧

名

と
一

致

す

る

も

の

が

あ

る
。

高

城

寺

盈
の

「

極

楽

寺

免

田

等

室

長

井

具

書

案
」

に
、

備

前

前

司

入

道

妙

性

/

宛

行

葱

光

坊

尊

然

所

/

肥

前

国

河

副

荘

極

楽

寺

別

当

時捌

事

右
、

任
去
弘

安

三

年

十

月

五

日

法

橋

明

尊

譲
状
、

領
知
本

免
有
限
/

寺

役
修

造
、

無

憐

怠

令

動

仕
、

可

被

致

公

家

武

家

御

祈

祷

忠

之

状

如

件

/

正

応

三

年

九

月

十

五

日

沙
弥在判

と

あ

る

備

前

前

司

妙

性

が
、

巻

三

百

五

十

に

角

筆

で

「

妙

性

円

明
(

寺
)

凡

夫
」

と

書

入

れ

た

も

の

と
、

場

所

も

年

代

も

合
っ

て

い

る
。

又
、

巻

五

百

七

十
一

の

「

明

尊
」

が

乙

う

読

ま

れ

る

な

ら

ば
、

右

の

文

書

中

の

「

法

橋

明

尊
」

と

も

関

係

し
、

同
一

文

書

中

に
、

関

係

僧

名

が

二

人

も

出

て

来

る

と

と

に

な

る

の

で

あ

9 



る 。
又 、
巻
四
百
八
十
七
後
按加

の
「
執
身
良
円
口
/
元
徳
二
年
三
月
四
日

ぷ「』qゐ

門U」
の
角
書
も 、
東
妙
寺
文
書
の
「
安
達
時
顕
裁
許
状
写」
に 、
「
肥
前
国
東

妙
寺
知
事
周聞
申 、
小
城
郡
西
方
諸
国
名
内
岡
地
壱
町明石
事 、
如
元 、
為
阿

弥
陀
経
免
田 、
可
令
領
掌
之
状
如
件
/
文
保
三
年
正
月
品川
日
秋
田
城
介(
花

押
ご
と
あ
る
「
知
事
良
円」
と 、
場
所
も
時
代
も
合っ
て
い
る 。

従っ
て 、
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
の
文
字
は 、
鎌
倉
中
期
か
ら
後

期に
お
け
る
佐
賀
と
い
う
地
方
史
資
料
と
し
て
も 、
当
時の
乙
の
地
方
の
数
少

な
い
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て 、
又 、
大
般
若
経
の
転
読・
読
請
の
実
態
を
窺

う
具
体
的
な
資
料
と
し
て
も
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
と
の
よ
う
に
角
筆
で

書
入
れ
ら
れ
た
文
字
に
よっ
て 、
時
代
や
場
所
や
人
物
が
判っ
て
来
る
乙
と
に

よっ
て 、
更
に 、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
面
で
も
新
し
い
資
料
が
得
ら
れ

る 。
先
掲
の
「
け
ん
げ
ん」
と
い
う
年
号
が
平
仮
名
(
変
体
仮
名)
で
警
か
れ

て
い
る
の
も 、
「
乾
元」
を
表
し
て
い
る
か
ら 、
合
塾日
の
「
一改
を
直
音
の

「
げ」
と
し
た
例
と
し
て 、
立国
韻
史
の一
資
料
と
な
る
の
で
あ
る 。

以
上 、
角
筆
文
献
の
分
類
が 、
そ
の
考
察
の
方
法
の
上
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
を
述べ
て
み
た 。

四、

角
筆
文
献
の
言
語
の
性
裕

次
に 、
乙
れ
ら
の
分
類
の
作
業
の
聞
に
窺
わ
れ
た 、
角
筆
文
献
の
言
葉
の
性

格
に
つ
い
て
考
え
て
み
る 。
と
と
で
は 、
国
語
の
研
究
資
料
と
し
て
見
た
場

合 、
角
筆
文
献
が
ど
ん
な
価
値
を
持っ
て
い
る
の
か 、
と
い
うと
と
が
問
題
と

な
る 。一

体 、
角
筆
で
警
か
れ
た
文
字
と
い
う
も
の
は 、
毛
筆
で
墨
色
に
書
か
れ
た

文
字
に
比べ
て
み
る
と 、
色
彩
で
は
な
く
凹
み
で
あ
る
か
ら 、
目
立
ち
難
い
と

と
に
特
性
が
あ
る 。
従っ
て 、
毛
筆の
文
字
が
長
く

保
存
さ
れ
た
り 、

証
拠
と

し
て
残
さ
れ
た
り
す
る
意
図
で
警
か
れ
る
の
に
対
し
て 、
角
筆
の
文
字
は一
時

的
で
あ
り 、
メ
モ
的で
あ
る u
毛
筆
が
公
的
な
用
を
持つ
の
に
対
し
て 、
角
筆

は
私
的
な
性
格
が
強い 。
い
わ
ば 、
毛
筆
が
「
晴
れ」
の
文
字
と
す
れ
ば 、
角

筆
は
「
繋」
の
文
字
で
あ
る 。

又 、
第
三
者へ
の
伝
達
と
い
う
点
か
ら
見
る
と 、
角
筆
は 、
原
則
と
し
て
そ

の
機
能
を
期
待
出
来
ず 、
伝
達
さ
れ
る
相
手
は 、
主
に
角
筆
を
使っ
た
自
分
自

身で
あ
る 。

角
筆の
こ
の
よ
う
な
特
性
が 、
そ
の
言
語
面
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る 。
毛

筆
の
文
献
で
は 、
文
字
表
現
す
る
に
当
り 、
そ
の
定
まっ
た
言
語
上
の
慣
習
や

伝
統
に
伴
う
き
ま
り
が 、
そ
の
表
現
を
大
き
く

制
約
し
て
来
る
が 、
角
筆
の
文

献
で
は 、
文
字
表
現
で
あ
る
以
上 、
何
ら
か
の
制
約
は
あ
る
も
の
の 、
そ
の
慣

習
や
き
ま
り
の
待
外
に
あ
る
事
象
ゃ 、
毛
筆
の
文
献
で
は
未だ
現
れ
難
い
よ
う

な
言
葉
遣
が 、
角
筆
な
る
が
故に
早
く
も
現
れ
る
乙
と
が
あ
る 、
と
い
う
よ
う

な
事
柄
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

そ
れ
に
し
て
も 、
疑
問
な
の
は 、
毛
筆
が
あ
る
の
に
何
故 、
角
筆
の
よ
う
な

も
の
を
使っ
た
の
か
と
い
う乙
と
で
あ
る u
乙
れ
に
つ
い
て
の
明
解
な
答
え
は

未
だ
用
意
出
来
て
い
な
い
が 、
考
え
ら
れ
る
と
と
の一
つ
は 、
奈
良
時
代
以
前

へら

に 、
土
器
の
模
様
や
壁
画の
下
絵
に 、
箆
の
凹
み
が
使
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る 。

考
古
学
で
は 、
跡
文
と
呼
ん
で
土
器の
内
側
にゆ

す
か
な
凹
み
で
模
様
を
付
け

る
方
式
が
六
世
紀
の
も
の
に
既
に
あっ
た
と
仇討 。
又 、
絵
画
史
に
よ
る
と 、

古
代
絵
画
に
お
け
る
下
絵
の
技
法
の一
に
捻
紙
に
よ
る
方
法
が
あ
り 、

下
絵
を

描
い
た
紙
の
裏
面
に
木
炭
な
ど
の
形
附
粉
を
塗
り 、
画
面
に
あ
て
て
表
か
ら
箆

な
ど
を
以
て
描
線
を
な
ぞ
り
下
絵
を
画
面
に
記
す
こ
と
が 、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

や
五
重
塔
壁
画
や
栄
山
寺
八
角
堂
天
井
函な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
と
い

注目品ぅ 。
と
の
よ
う
な
方
法
と 、
文
字
を
書
い
た
角
筆
と
が
関
係
が
あっ
た
か
ど
う
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か
分
ら
な
い
が 、
若
し
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば 、
古
代
の
「
掻
く」

(「
書
く」

の
語
源
と
い
う)
と
い
う
方
式
が
残
存
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い 。
考
え
ら

れ
る
ζ
と
の
二
つ
目
は 、
訓
点
記
入
の
用
具
と
し
て
角
筆
が
考
案
さ
れ 、
そ
の

使
用
範
囲
が
拡
大
し
て 、
訓
点
以
外
に
も
広
がっ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う

と
と
で
あ
る 。

そ
れ
は
と
も
か
く 、
角
筆
の
特
性
が 、
言
語
の
商
に 、
右
に
述べ
た
よ
う
な
現

象
と
し
て
現
れ
る
と
し
た
ら 、
そ
れ
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
特
色
を
見
出

し
う
る
の
か 。ζ
の
乙
と
を 、
以
下
に
三
つ
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
思
う 。

そ
の
第一
は 、
グ

毛
筆
の
慣
習
や
伝
統
に
よ
る
き
ま
り
の
玲
外
に
あ
る
言
語

事
象
が 、
角
筆
の
文
字
に
現
れ
るd
と
い
う
ζ
と
で
あ
る u

乙
れ
を
文
字
表
記
の
面
か
ら
具
体
的
に
見
て
み
る 。
先
に
分
類
の
折
に
取
上

げ
た 、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
を
例
と
す
る 。
乙
の
角
筆
点
の
仮

名
字
体
は 、
第一
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る 。
一
見
し
て
女
手
の
多
い
乙
と

が
分
る
が 、
仔
細
に
見
る
と 、
7・
ヤ
の
よ
う
に
女
手
と
共
に
省
函
体
の「
ヲ」

「
に」
が
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る 。
乙
の
省
画
体
の
方
を
取
出
し
て 、
ヲコ
ト

点
を

同
じ
く
す
る
他
の
慈
覚
大
師
点
の
資
料
(
七
点
を
例
示)
の
片
仮
名
字
体
と一

絡
に
示
し
た
の
が 、
第二
図
で
あ
る u
特
徴
的
な
字
体
の
「
寸」
「
じ」
「
ヲ」

「
に」
な
ど
は
無
論
と
し
て 、
四
十
八
の
音
節
を
表
す
仮
名
字
体
の
殆
ど
が 、

ど
の
資
料
と
も一
致
し
て
い
る
乙
と
が
分
る 。
次
に 、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角
筆

点
の
女
手
の
方
を 、
同
時
期
の
土
左
日
記
青
筋
書
屋
本
の
平
仮
名
と
比
較
し
た

の
が
第
三
図
で
あ
る 。
青
蜘知
書
屋
本
の
方
は 、
江
戸
時
代
の
臨
事
本
で
あ
る
た

め
に 、
字
形
が
な
め
ら
か
に
後
世
風
に
なっ
て
い
る
が 、
乙
の
点
を
考
慮
し
差

引
く
な
ら
ば 、
両
者
が
字
母
等
に
お
い
て
よ
く
通
ず
る
乙
と
が
分
る 。
池
田
亀

鑑
博
士
が
特
筆
さ
匙
ス
の
「
た」
も一
致
し
て
い
る 。
ζ
の
字
体
は 、
訓
点

資
料
の
白
点・
朱
点
な
ど
の
訓
点
に
は
拾い
難
い
も
の
で
あ
る 。
即
ち 、
と
の

角
筆
点
は 、
慈
覚
大
師
点
の
資
料
と
し
て 、
ヲコ
ト

点
と
共
に 、
仮
名
字
体
を

他
の
慈
覚
大
師
点
の
資
料
と
同
じ

省
国
体
に
拠っ
て
い
乍
ら 、
一
方
で
は 、
当

時
文
字
と
し
て
成
長
し
つ
つ
あっ
た
女
手
を
多
く
用
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ

る 。
女
手
を
用
い
込
ん
だ
の
は 、
慈
覚
大
節
点
を
使っ
た
訓
点
資
料の
中
で
は

他
に
見
ら
れ
な
い 。

乙
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
に
角
筆
で
書
か
れ
た
女
手
は 、
全
巻
に
わ
たっ
て
用

い
ら
れ
て
お
り 、
そ
の
分
量
が
多
く 、
し
か
も
貫
之
生
存
時の
実
際
の
文
字
の

原
物
で
あ
る
か
ら 、
当
時
の
女
手
で
現
存
資
料
が
少
な
い
現
状
で
は 、
平
仮
名

発
達
史
研
究
の
新
た
な
基
礎
資
料
と
な
る
の
は
無
論
で
あ
る
が 、
そ
れ
ば
か
り

で
な
く 、

十
世
紀
前
半
期
の
当
時 、
女
手
が
片
仮
名
と
対
立
す
る 、
別
の
文
字

体
系
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
乙
と
も
判
る 。
更
に
考
え
て
み
る
に 、
沙
弥
十

戒
威
儀
経
の
角
筆
が
殊
更
に
女
手
を
使っ
た
の
は 、
片
仮
名
よ
り
も
女
手
の
方

が
日
常
的
な
衰の
文
字
で
あっ
て 、
片
仮
名
は
そ
ろ
そ
ろ
固
定
化
が
始
ま
り 、

慈
覚
大
師
点
の
ヲコ
ト

点
と
省
画
仮
名
が
示
す
よ
う
に 、
そ
の
訓
点
を
使
う
と

な
る
と 、
特
定
の
字
体
と
ヲコ
ト

点
法
と
を
わ
ざ
わ
ざ
覚
え
込
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
かっ
た
の
に
対
し
て 、
日
常
的
な
女
手の
方
が
使
い
易
かっ
た 、
と
い
う

よ
う
な
事
情
が
働い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る u
し
か
ら
ば 、
ζ
乙
に 、
当

時の
人々
の 、
女
手
に
対
す
る
価
値
観
ま
で
窺
わ
れ
て
来
る
こ
と
に
な
る 。

乙
の
よ
う
に 、
角
筆
点
が
女
手
を
用い
た
文
献
は 、
他
に
も
存
す
る 。
同
じ

石
山
寺
蔵
の
求
問
持
法
応
和
(
九
六一
|

九
六
三)
頃
点
は 、
巻
頭
写
真
に
示

し
た
よ
う
に 、
墨
点
が
女
手
を
以
て
加
点
さ
れ
た
珍
し
い
資
料
と
し
て 、
既
に

中
田
祝
夫
博
士
に
よっ
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
2籍 、
原
本
に
当っ
て
見
る

と 、
そ
の
墨
書
の
下
に
角
筆
で
書
い
た
女
手
が
あ
り 、
墨
書
は
と
れ
を
な
ぞっ

た
も
の
で
あ
る
と
と
が
分
る 。
乙
の
求
問
持
法
は 、
角
筆
の
仮
名の
上
を
墨
書

で
な
ぞっ
た
為
に 、
そ
の
墨
書
に
よっ
て
女
手
使
用の
珍
し
い
訓
点
本
と
し
て
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注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
が 、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
方
は 、
角
筆
の
訓
点
だ
け
で

あっ
た
為
κ 、
女
手
を
使っ
た
乙
と
に
気
づ
か
な
かっ
た
わ
け
で
あ
る 。

他
に 、
石
山
寺
蔵
の
仏
説
不
増
不
滅
経
平
安
中
期
点
の
角
筆
の
女
手
も 、
角

筆
の
訓
点
だ
け
で
「
色」
の
点
が
な
い
の
で 、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
と
同
類
で
あ

る 。
又 、
角
筆
文
献
第1
号の
漢
書
周
勃
列
伝
平
安
中
期
点
も 、
角
筆
点
が
女

第
一

図

沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
の
仮
名
字
体

ミ|:BJ

?7Rパ
W一ウ一、
つ
「二衣一
歩

勺
竺
キ一
汽
1
9・、民

7
芝
P
F
ヶ一

け
門一

サ一
き

一シ一
之
L一ス一
《

寸一セ
芝
吃
一一

タ一
点

タ一チ
Fh
b
左
ツ一
内
山
叶一テ一
て

一
ト一
之

ナ
東九大一ニ一に
あ一ヌ一収
一不一
祢
主ノ一勾カ

ハ
一ば

ヘ
エ
シ

じ
7一
ふ
ト
44へ一
め
ぺ
一ホ
存
体一

1
7忠告
ぷ
竹一
、
五

三一ム
7
ぇ、
At一メ一
め
れ
一モ十
も
毛
主

ヤ一拘γmv
i一
一ュ
市
匂一江一ーは

一ヨ一よ
主
一

ラ一
山
生リ

ナ杓V斗ル一
わ
b
7一
れ
れ一ロ一JK
Zぺ一

ワ
ル
i
w
庁
漏

|
「
「
||一

最
げ」
比
巧
崎
一

τ
「
|
「
|一刊一一
苛|一引一
物
|一
方
11一

拍
語 、
介、

岬
マ
\

区
以

L

す
十

カ

ト

手
を
使っ
て
い
る 。
但
し 、
乙
れ
に
は
墨
書の
訓
点
も
あ
る 。

右
の
よ
う
に 、
訓
点の
片
仮
名
と
は
別
体
系
と
し
て
の
女
手
を 、
と
の
よ
う

な
形
で
訓
点
に
使っ
た
訓
点
本
は 、
白
点
や
朱
点
の
点
本
で
は 、
平
安
初・
中
期

の
他
に
は
例
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る 。
平
安
初
期
点
本
や
漢
籍
点
本
に
交
え
用
注幻

い
ら
れ
た 、
い
わ
ゆ
る
万
葉
仮
名
の
草
体
は 、
別
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
の
よ
う
な
点
本
は 、
平
安
後
期
以
降
も
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
が 、
唯 、
角
筆

点
だ
け
は 、
鎌
倉
時
代
以
降
も
女
手
を
用
い
て
い
る 。
書
陵
部
蔵
自
氏
文
集
正

二
年
(一
三
二
五)
点
に
は 、
角
筆
の
女
手
が
次
の
中
よ
う
に
用い
ら
れ
て
い

る 。『か」(角)

「しと(角)

『さん』(角)

『占干しの害と(角}

『あられ』(角)

雅

音

参

商

珊

瑚

星

居

鍍

ーかい」(角)
「せつ寸』(角)

界

接

と
の
本
は
時
賢
本
と
し
て
知
ら
れ 、
他
に 、
朱・
黄・
墨
の
仮
名
が
博
士
家
の
藤

原・
大
江・
菅
原
の
各
家
説に
よっ
て
そ
れ
ぞ
れ
色
分
け
し
て
示
さ
れ
て
い
る

注おが 、
そ
の
字
体
は
当
時の
片
仮
名
で
あ
る 。
所
が
角
筆
の
仮
名
は
右
例
の
よ
う

に
平
仮
名
(
変
体
仮
名)
を
用
い
て
い
る 。
そ
の
和
訓
と
し
て
の
「
ホ
シ
ノ
キ

ラ」
や 、
字
音
の「セ
ツ
ス」
も
語
詞
や
音
韻の
上
で
注
目
さ
れ
る
事
象
で
あ
る 。

江
戸
時
代
に
降っ
て
も 、
醍
醐
寺
蔵
の
秘
蔵
宝
鎗
や
妙
法
蓮
華
経
文
化
六
年

写
本(雨脚吋械側最)
に
は 、
角
筆
の
訓
点
に
平
仮
名
が
用い
ら
れ
て
い
る 。

た
だ 、
角
筆
点
が
全
部
品市
に
平
仮
名
を
用
い
る
と
い
うこ
と
で
は
な
い
が 、

平
仮
名
を
用
い
た
訓
点
は
角
筆
点だ
け
と
い
う乙
と
で
あ
る OH
訓
点
K
は
片
仮

名
を
用
い
るd
と
い
う
訓
点の
伝
統
に
基
く
き
ま
り
の
玲
外
に 、
角
筆
の
女
手

(
平
仮
名)
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら 、
角
筆
で
書
い
た
乙
と
が
女
手
を
呼
び

込
ん
だ
乙
と
に
な
る 。
角
筆の
特
性
が 、
授の
文
字
で
あっ
た
こ
と
と 、
女
手

が
日
常
的
で
あっ
た
乙
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う 。
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第
二
図

慈
覚
大
師
点
資
料
の
片
仮
名
字
体

(
沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
は
片
仮
名
字
体
を
取
出
し
た
も
の)

角*文献研究の課題

ノネヌニナ トァツチタ ソセ スシサ コケクキカ オ衣ウイア f卒三�五五割l
ノネニナ トて刷千少 ゾせてt\:セ 芝小クホヴ オ千イ? 統点略(蹴経)緯年潟八地平悉究猷

f文ニナ 刊手タ ゾせ寸\.t と↑2本ウあ子イ7 点出筆国各角中期伽中安E畠平項経剛謡金念
y ニナ ト 千少 す\-tこノト之永事 ヰf17 記私第(9訂次)摩年護宍承息点朱 七平
ノネニナ トT、、寸少 ァやt\セこ小?本ヲオ干イ? 経点f恩n角報・白仏}窃{更中方安平大

ノネニナ トて タ τf\ と?カオ �7 上巻経経中 H!t由悉蘇点朱期 安平
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第
三
図

土
左
日
記
青
筋
書
屋
本
の
仮
名
字
体
と
沙
弥
十
戒
威

儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
の
女
手

(
各
欄
上
段
が
背
筋
舎
昆
本
の
字
体
と
使
用
数、

下
段
が
沙
弥
十
戒
威
儀
経
角

鑑
点
の
女
手。

背
世間
書
屋
本
は
池
間
包
鑑
博
士
の
整
理
さ
れ
た
結
集
に
よ
る)
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院
政
時
代
以
降
の
角
筆
点
の
文
献
で
は 、
仮
名
だ
け
を
使っ
て
ヲコ
ト

点
は

使
わ
れ
な
く
な
る 。
乙
れ
も 、
ヲコ
ト

点
と
い
う 、
そ
の
方
式
を
殊
更
に
覚
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
加
点
方
法
に
従
わ
な
い 、
即
ち
訓
点
の
伝
統
に
従
わ
な
か

っ
た
と
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

三
つ
の
面
の
第二
は 、
J一百
語
の
変
化
が 、
毛
筆
文
献
に
比べ
て 、
角
隼の

方
に
い
ち
早
く

現
れ
るd
乙
と
で
あ
る 。

沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
点
の
角
筆
を
今
ま
で
取
上
げ
て
来
た
の
で 、
乙

と
で
もと
の
角
筆
点
を
先
ず
例
と
す
る 。

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が 、
助
詞「
て」
に
続
い
て
音
便
に
なっ
た
事
象
が
あ
る 。

ス
タ
吋，テ

アケ
ヲル
引，て

オ
ホ
引，て

フル
引，て

ノヨ
引，て

ア
ヲ
引'《テ》

ー
、

済

科
撤

蔽

振

拭

(
二
例)

涜

ア
ラ
て

ヨハ
て

2、
洗
(二
例)

呼

ー
は
乙
の血目
使
を
「
フ」
で
表
し 、
2
は
無
表
記
で
示
し
て
い
る 。
乙
の
文
献

の
角
筆
点
で
は 、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
助
詞
「
て」
に
続
い
た
例
の
全
部
が

音
便
と
なっ
て
お
り 、
原
形
で
「
|ヒ

テ」
と
用い
た
例
は
見
ら
れ
な
い 。
乙

の
「
|フ

テ」
の
音
便
形
は 、
従
来
は
主
に
院
政
時
代
以
降
に
普
通
に
用い
ら

れ
た
と
見
ら
れ
て
来
た
か
ら 、
ハ
行
転
呼の
問
題
が
絡っ
て 、
そ
の且日
価
が
ウ

音
便
か
或
い
は
|

宮内叩
V
16

5
の
i

母
音
の
脱
落
に
よ
る
軽
唇
摩
擦
音
φ

と
t
と
の
連
呼
に
よ
る
促Z目
的
な
も
の
か 、
論
の
分
れ
る
と
乙
ろ
で
あっ
た 。

築
島
裕
博
士
は 、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
院
政
期
点
を
中
心
に
平
安
後
半
期

の
資
料
に
拠っ
て
考
察
さ
れ 、
「
フ」
表
記
を
O
Z
と
見
る
方
が
可
能
性
が
大

注鈎

き
い
と
さ
れ
た 。
乙
の
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点
は
平
安
中
期
前
半
期
で
あ

り 、
ハ
行
転
呼
の
現
象
が
未
だ一
般
化
し
な
い
時
期
の
訓
点
で
あ
る
か
ら 、
ウ

音
便
と
見
る
余
地
は
殆
ど
な
く 、

促
音
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
乙
と
に
な
る 。

今
ま
で
指
摘
さ
れ
た「
|

フ」
表
記
の
最
も
古
い
例
は 、
治
安
四
年(一
O二
四)

スフテ

白
点
の
大
般
浬
奨
径
の
「
吸」
で
あ
る
か
ら 、
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
例
は 、
そ

れ
よ
り
百
年
程
も
早
く 、
乙
の血目
便
現
象
が 、
角
筆
に
よっ
て
多
量
に 、
し
か

も一
文
献
に
すべ
て
音
便
形
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
と
に
な
り 、
驚
き
さ
え
も

覚
え
る
の
で
あ
る 。
同
じ
時
期
の
平
仮
名
文の
土
左
日
記
に
は 、
「
読
ん
だ
る」

「
し
し(
死
に
し)

子」
等の
織
音
便
は
あっ
て
も 、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
に
助
詞

「
て」
が
付
い
た
場
合
は 、
すべ
て
原
形
の「
|

ひ
て」
で
表
さ
れ
て
い
る u
同

じ
時
期
の
訓
点
の
興
聖
締
寺
蔵
大
唐
西
域
記
平
安
中
期
朱
点
も
同
様
で
あ
る u

白
点・
朱
点・
墨
点
に
お
い
て
は 、
平
安
中
期
に
「
|

フ
テ」
と
なっ
た
例
を

未
だ
知
ら
な
い 。
所
が 、
角
隼
点
で
は
他
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る u

2
2(白点)

3
、

一

切
如
来
各
面

告ニ
如
是
言-
(
石
山
寺
殻
金
剛
頂
略
出
経
平
安
中

ム
カフ
テ{

角)

期
点)

シ
タ
カフ
テ

の
に

4
、

随

在
二

処-
(
石
山
寺
蔵
求
問
持
法
応
和
頃
点)

3
は
白
点
が
「ム
カ
ヒ
テ」
と
原
形
で
あ
る
の
に
対
し
て 、
左
傍
の
角
隼
点
は

「
lフ

テ」
と
音
便に
なっ
て
い
る u
4
の
「シ
タ
カ
フ
テ」
の
例
の
あ
る
求

問
持
法
は 、
既
述
の
角
筆
点
を
墨
書
で
な
ぞっ
た
資
料
で
あ
る υ

乙
の
よ
う
な 、
毛
筆
文
献
に
比べ
て 、
角
筆
の
方
に 、
言
語
の
変
化
が
早
く

現
れ
る
よ
う
な
事
象
は 、
他
に
も
指
摘
さ
れ
る 。
グ

早
く

現
れ
るH
と
い
うζ

と
は
事
象
ご
と 、
個
別
に
見
る
必
要
が
あ
る 。
以
下 、
箇
条
警
に
述べ
る 。

付
鼻
音
に
お
い
て 、
m
音
とn
音
と
の
区
別
が
乱
れ
た
例
の
現
れ
る
の
は 、
地

方
資
料
と
か 、
本
文
批
判
を
経
て
い
な
い
文
献
や
表
記
法
が
特
殊
な
文
献
や

俗
語
の
反
映
し
た
資
料
と
か
は
と
も
か
く 、
中
央の
訓
点
資
料
で
は 、
従
来

注目叫

鎌
倉
初
期
か
ら
と
見
ら
れ
て
い
た 。
ζ
れ
に
よ
る
と 、
先
掲
の
神
田
本
白
氏

セム

文
集
の
角
筆
の
「
鉢
悶
布」
の
「セ
ム」
は 、
そ
の
乱
れ
が
百
年
程
早
く

現

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る 。

∞
唇
内
入
声耳目
が
無
声
子
音の
前
で
促
音
化
す
る
現
象
は 、
小
松
英
雄
氏
に
よ

注む

っ
て
指
摘
さ
れ
た
が 、
資
料
は
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
な
ど
鎌
倉
時
代
の
も
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角筆文献研究の課題

の
で坊っ
た 。
筆
者
の
調
査
に
お
い
て
も 、
鎌
倉
初
期の
例
が
早い
も
の
で

ぶEqu
あっ
た 。
ζ
れ
に
対
し
て 、
神
田
本
白
氏
文
集
の
「
喋」
の
角
筆
仮
名
「
テ

ツ(テ
フ)」
は 、
そ
の
百
年
程
湖っ
た
例
と
な
る 。

白
漢
字
音
のA口
動
音
「
ク
ヰ」
「
ク
ヱ」
が
「
キ」
「
ケ」
と
向車自
に
な
る
の
も

注目ω

鎌
倉
時
代
中・
後
期
と
見
ら
れ
る 。
所
が 、
平
安
後
期
の
石
山
寺
蔵
題
酪
塩

移
羅
経
延
久
二
年
(一
O
七
O)
点
の
角
筆
仮
名
に
は 、
「
灰「ケ」(角)」
の

よ
う
に 、
「
灰」
の
音
を
「
ケ」
と
表
記
し
て
い
る 。
同
じ

箇
所
を 、
朱
点

で
は
「
化」
と
類
音
の
漢
字
で
表
し
て
い
る 。

ヲカシハワて

伺
石
山
寺
蔵
の
漢
書一両
帝
紀
下
平
安
中
期
の
角
筆
点
に
は
「
侵
奪」
と
あ
る 。

「
ウパ
フ」
が
「パ
フ」
と
なっ
た
例
と
し
て 、
従
来
知
ら
れ
た
例
よ
り
も 、

遥
か
に
湖
る
と
見
ら
れ
る 。

乙
れ
ら
の
諸
事
象
は 、
角
筆
に
よっ
て 、
毛
筆
文
献
の
場
合
よ
り
も
阜
く

現
れ

出
た
も
の
で
あ
り 、
毛
筆
文
献
で
は
す
ぐ
に
は
現
れ
難
い
よ
う
な 、
変
化
し
始

め
た
現
実
音
が 、
メ
モ
的
な
角
筆
の
文
字
な
る
が
故に
現
れ
易
かっ
た
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る 。

三
つ
の
面
の
第
三
は
J

俗
語
の
投
映d
で
あ
る u
も
う一
度 、
沙
弥
十
戒
威
儀

経
の
角
筆
点
を
例
と
す
る 。
巻
頭
写
真
に
示
し
た
よ
う
に 、
「
己」
の
傍
訓
に 、

角
筆
で
代
名
詞
「
オ
レ」
が
現
れ
て
い
る 。
平
安
時
代
の 、
二
人
称
代
名
詞
の

「
オ
レ」
に
つ
い
て 、
森
野
宗
明
氏
は 、
「
平
安
時
代
に
は
文
献
に
姿
を
見せ

ほとルぎす

ず」 、
例
外
と
し
て
枕
草
子
の
田
植
え
女
の
う
た
う
俗
謡
「
時
鳥 、
お
れ 、
か

や
っ
よ」
と 、
今
昔
物
語
集
巻
二
十
六
第
七
語
の
東
国
の
猟
師
の
言
葉
の
「
吸

オ
レ
/\」
の
二
例
を
挙
げ 、
部
俗
性
を
帯
び
た
語
と
し
て 、
貴
族
社
会
メ
ム
パ

1
の
発
言
部
で
な
く 、

一
般
大
衆
の
発
言
部
内
に
見
出
さ
れ 、
「
社
会
の
周
辺

注MA

で
は
依
然
と
し
て
生
き
続
け
た」
と
さ
れ
た 。
高
野
山
文
書
の
阿
丘
河
荘の
百

姓
等
申
状
の
稚
拙
な
片
仮
名
文
の
中
の
「
オ
レ」
は
有
名
で
あ
る 。
一
人
称
の

「
オ
レ」
に
つ
い
て
も 、
森
野
氏
は 、
讃
岐
典
侍
日
記
を
挙
げ 、
片
言
的ニ
ユ

注お

オν

ア
ン
ス
の
語
と
さ
れ
て
い
る 。
沙
弥
十
戒
威
儀
経
の
角
筆
点の
「
己」
を 、
オ

ノ
ν
の
省
記
と
見
る
乙
と
は 、
乙
の
文
献
の
表
記
方
式
か
ら
は
難
し
く 、

文
字

通
り
と
す
れ
ば 、
枕
草
子
よ
り
古
い
例
と
な
る 。
こ
れ
は 、
「
自
分
自
身」
の

意
味
で
あ
る
か
ら 、
二
人
称
や一
人
称
と
も
異
な
る
が 、
オ
ノ
レ
と
同
織
に 、

人
称
の
用
法
の
背
景に
反
射
指
示
が
俗
語
と
し
て
は
生
き
て
い
た
も
の
が 、
角

筆
に
よっ
て
浮
ぴ
出
た
と
い
う
解
釈
も
考
え
ら
れ
る 。
と
の
種
の
例
は 、
語
法

の
面
に
も
認
め
ら
れ
る 。

五、

角
筆
文
献
の
言
語
研
究
の
課
題

右
に
述べ
た
三
つ
の
面
か
ら
の 、
角
筆
の
言
語
の
特
性
を
併せ
て
考
え
る

と 、
角
筆
の
言
語
に
は 、
書
記
言
語
の
規
範
か
ら
外
れ
た 、
日
常
性 、
口
語
性

(
俗
語
性)
が
現
れ
う
る
と
い
うと
と
に
な
る 。
無
論 、
角
筆
の
言
語
が
全
部

そ
う
だ
と
い
う
ζ
と
で
は
な
い 。
言
語
と
し
て
文
字
で
表
現
さ
れ
る
以
上 、
そ

乙
に
は 、
言
語
表
現
と
し
て
の
制
約
が
|||

訓
点
な
ら
訓
点
と
し
て
の 、
和
文

な
ら
和
文
と
し
て
の
||

あ
る
が 、
角
筆
の
用
途
が
メモ
的
で
あ
る
が
故に 、

他
の
文
献
よ
り
も 、
口
語
性
が
現
れ
易い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

ロ一語
史
を
考
え
る
場
合 、
鎌
倉
時
代
以
前
に
お
い
て
は 、
墨
書
の
文
献
の
制

約
も
あっ
て 、
口
頭
語
そ
の
も
の
の
研
究
は
困
難
の
多い
の
が
現
状
で
あ
る 。

訓
点
資
料
で
さ
え 、
平
安
中
期
以
降
は 、
訓
読の
固
定
化
に
伴
い 、
漢
文
訓
読

語
と
い
う 、一
種
の
文
章
語
と
化
し
て
し
ま
う 。
そ
う
い
う
中
に
あっ
て 、
口
語

の
方
に一
番
近
い
所
に
あ
る
言
語
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て 、
角
筆
文
献
は 、

口
語
史
と
い
う
分
野
を
開
拓
す
る
上
に 、
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る 。

そ
の
為に
は 、
現
段
階
で
は 、
更
に
多
く
の
角
筆
文
献
を
見
付
け
出
し
て 、

そ
の
言
語
を
記
述
す
る
こ
と
が 、
乙
の
文
献
研
究
の
当
面
の
課
題
と
な
る
の
で
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あ
る。

注
1

小
林

高
『附
丸山
併
す
柑新

設
の
図
語
史
的
研
究』
七
一
二
頁 u

注
2

昭
和
十
年
五
月 、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
裁
絞
(
長
悶
紗
本
第
二
袋 、

解
説 、
神
田
在一
郎
博
士) ω

注
3

小
林
芳
規
「
訓
点
記
載
の
一
株
式
に
つ
い
て
の
報
告」
(
訓
点
語
と
訓

点
資
料
館
二
十
四
紙 、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月) 。

注
4

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
の
石
山
寺
調
査
で 、
新
た
に
「
弁
顕
密
二
教
諭

巻
下」
「
声
字
実
相
義」
「
般
若
心
経
秘
鍵」
「
秘
蔵
宝
鎗」
な
ど
十
点
が

見
出
さ
れ
(
築
島
裕
博
士 、
問
中
稔
氏
教一
不) 、
計
九
十
二
点
を
数
え
る

に
至
っ

た ω

注
5

小
林
芳
規
「
角
匁
点
資
料
に
お
け
る
石
山
寺
蔵
本
の
位
置」
(『
石
山
寺

の
研
究

lt一
切
経
ね
||』 、

昭
和
五
十
三
年
三
月) 。

注
6

小
林
芳
規
「
平
安
初
期
の
角
準
点
資
料」
(
国
語
学
第
七
十
八
韓 、
昭

和
四
十
四
年
九
月) 。

注
7

箆
物
語
の
成
立
は 、
一
説
で
は
第一
部
が
十一
世
紀
初
頭
か
ら
余
り
下

ら
ぬ
時
代
と
さ
れ 、
諸
説
が
あ
る(
白
木
古
典
文
学
大
系『
盆
物
語』
解
説) 。

おとζ

み

u

n同一
服
部
に
「
乙
の
男 、
い
と
お
か
し
き
さ
ま
を
見
て 、
す
と
し
馴
れ
ゆ
く

かほ
み

と

ま
、み
に 、
顔
を
見
え
物
語
な
ど
も
し
て 、
文
の
て
と
い
ふ
も
の
を
取
ら
せ

み

111111111

か

た
り
け
る
を
見
れ
ば 、
か
く
ひ
ち
し
て 、
一
首
を
な
ん 、
書
き
た
り
け

よしの

いもせ

乙

み

る 、
な
か
に
行
く

吉
野
の
河
は
あ
せ
な
〉
ん
妹
背
の
山
を
越
ゑ
て
見
る
べ

く」
と
あ
る 。

注
8

九
点
に
つ
い
て
は 、
小
林
芳
規

品
供
併
す
籍
訓
読
の
国
語
史
的

研
究』
(
再
版
に
際
し
て
の
補
正)
参
照 。

注
9

後
述 。

注
目

後
述 。

注
日

商
品市
紀
第
一
下
の
一
巻
で 、
昭
和
十
六
年一
月
刊 。
山
田
孝
雄
博
士
の

解
説
で
は 、
訓
点
の
と
と
に
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い ω
ζ
の
角
筆
の

訓
点
に
つ
い
て
は 、
「
石
山
寺
一服
淡
舎
の
角
筆
点
に
つ
い
て」
と
題
し
て

昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日 、

訓
点
語
学
会
で
口
頭
発
炎
を
し 、
そ
の
一

端
は
注
5
文
献
に
掲
げ
た 。

注
ロ

小
林
芳
規
「
野山
口沙
弥
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
匁
点」
(
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
第
三
十
五
巻 、
昭
和
五
十一
年一

月) 、
同 、
「邦制
沙
弥
十
戒

威
儀
経
平
安
田中
期

塁
点
続
稿」
(
品
A明
暗位
国
語
学
論
集』 、
昭
和
五

十一
年
十
二
月) 。

注
目

沼
本
克
明
「
古
文
尚
容
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
出
典
に
つ
い
て」

(
国
語
学
七
十
八
紙 、
昭
和
問
十
四
年
九
月) 。

注
日比

第
二
次
墨
書
の
中
に
は 、
筆
致
や
m盟
色
か
ら

見
て 、
更
に
何
次
か
に
わ

た
っ

て
追
怨
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
を
峻
別

す
る
ζ
と
は
難
し
く 、

舎
入
れ
の
順
序
や
そ
の
性
格
が 、
第一
次
墨
書
と

角
筆
と
に
対
し
て 、
第
二
次
墨
書
と
し
て
一
括
し
て
扱
っ

て
も
大
差
が
な

い
と
恩
わ
れ
る
の
で 、
乙
乙
で
は
細
分
す
る
乙
と
を
し
な
い 。

注
目

巻
三 、
複
製
本
の
十
八
丁
哀
(
通
し
行
数
で
加
行
目)
に
「
馴
象」
と

あ
る
こ
漢
字
の
真
中
に
音
合
を
示
す
角
怨
の
合
符
が
あ
り 、
そ
れ
に
角
祭

の
A口
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が 、
複
製
本
で
は 、
塁
舎
の
合
点
し
か
見
え
な

い 。
合
点
さ
れ
る
べ
き
角
筆
の
合
符
の
方
は
お一
舎
が
な
ぞ
り
忘
れ
た
も
の

で
あ
る 。
尚 、
m宜
容
の
訓
合
符
(
左
寄)
が
あ
る
が 、
こ
れ
は
乙
の
現
象

に
は
関
係
な
い 。

注
目

中
田
祝
夫
「
中
古
音
韻
史
上
の
ニ
・

三
の
問
題」
(『
台
点
本
の
国
語
学

的
研
究』
総
論
釘) ω

注
口

「
乙
点
図」
は
中
国
祝
夫
博
士
の
仮
称
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
ヲ

コ
ト

点
法
は 、
名
称
の
あ
る
場
合 、
「
円
堂
点」「
順
腕
和
尚
点」
「
智
託
大

師
点」
な
ど
「
l

点」
と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
乙
と
と 、
乙
の
「
乙
点

図」
の
点
法
が
天
台
宗
比
叡
山
の
慈
党
大
師
K
関
係
が
あ
り 、
そ
の
身
辺
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か
ら
出
た
と
推
定
さ
れ
る
(
拙
稿
「
寛
平
法
皇
の
訓
点」
国
語
と
国
文

学 、
昭
和
五
十
七
年
三
月)
ζ
と
か
ら 、
私
に
「
慈
党
大
師
点」
の
名
称

を
別
い
る
乙
と
に
す
る 。

主

小
林
芳
個別
「
乙
点
図
所
用
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て」
(
品
詞
晴
管

語
学
論
集』 、
昭
和
五
十
四
年
二
月) 。

注
目

昭
和
五
十
六
年
十
月
初
に
調
査
し
た
も
の
で 、
調
査
に
当
り 、
山
本
信

士口
氏
の
御
高
配 、
例
坂
勝
男
氏
の
御
世
話 、
岩
蔵
寺
住
職
堤
順
栄
師
の
芳

情
を
得 、
鈴
木
恵・
松
本
光
隆
氏
の
助
力
を
得
た
も
の
で
あ
る 。

話

そ
の
詳
細
は 、
拙
稿
「桃
d
dw駒
大
般
若
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
鎌
倉

時
代
の
角
鋒
文
字
等
に
つ
い
て」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
五
輯 、
昭
和
五

十
七
年
五
月
刊
行
予
定)
参
照 。

注
幻
『
佐
賀
県
史
料
集
成』
所
収 。
高
城
寺
も
河
副
荘
内
に
あ
っ

た
と
と
は 、 .

高
城
寺
文
書
か
ら
知
ら
れ
る 。

注
詑
『
佐
賀
県
史
料
集
成』
所
収 。

注
お

潮
見
浩
氏
の
教一不
に
よ
る 。

注
剖

平
岡
寛
氏
の
教
示
に
よ
る 。

注
お

池
回
毎
鑑
『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究』
第
一
部
二
一
O

頁 。

注
邸

中
回
祝
夫
博
士
注
時
文
献
五
七
五
頁 。
尚 、
こ
の
角
錐
点
に
つ
い
て
は 、

担制
「
箭
求
問
持
仲間
応
和
角
筆
点」
(『猷
噌
噌純
国
語
ー史
論
集』
昭
和

五
十一
年
五
月)
で
報
告
し
た 。

注
幻

注
1

文
献
七
二
七
頁 。

注
お

注
1

文
献
八
九
ニ
頁 。

注
目

築
島
裕
『報 一料
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究、
研
究

篇』
一
三
六
真 。

注
ぬ

小
林
芳
規
『
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究』
(『
広
島
大
学
文
学
部

紀
要』
単
刊 、
昭
和
四
十
六
年
三
月) 。
中
国
祝
夫
博
士
は
注
目
文
献
で

助
動
詞
「
む」
に
お
い
て
は
平
安
時
代
に
「
ン」
と
す
る
例
が
あ
る
が
稀

で
あ
っ

て 、
鎌
倉
時
代
以
前
の
も
の
は
殆
ど
例
外
な
く
ム
で
記
し 、
ン
と

記
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
殆
ど
鎌
倉
に
入
っ

て
か
ら

の
も
の
が
多
い
と
い
っ

て
良
い
と
さ
れ
る 。

注
目品

小
松
英
雄
「
日
本
字
音
に
お
け
る
庭
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
と
舌
内
入

声
音
へ
の
合
流
過
程

|1
中
世
博士家
訓
点
資料
か
らの
跡付
け
|l」

(
国
語
学
二

十
五
輯 、
昭
和
三
十一
年
七
月) 。

注
犯

注
mω
文
献 。

注
目

注
鈎
文
献 。

注
災

森
野
宗
明
「
中
世
物
語
説
話
の
表
現」
(『
日
本
の
説
話』
第
七
巻 、
昭

和
四
十
九
年
十一
月) 。
尚 、
小
山
敦
子
氏
の
教一不
に
よ
る
と 、
源
氏
物

語
の
近
江
君
の
言
葉
の
中
に
自
称
の
「
お
れ」
が一
例 、
大
成
本
の
底
本

に
は
あ
る
と
い
う 。
但
し
他
の
写
本
は
「
お
の
れ」
で
あ
り 、
そ
の
他
の

例
も
す
べ
て
「
お
の
れ」
と
あ
る
由
で
あ
る 。

注
官山

森
野
宗
明
「
平
安
時
代
の
言
語
作口聞
に
見
出
さ
れ
る
子
供
の
と
と
ば
使

い
に
つ
い
て」
(
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
二
十
二
輯) 。

〔
附
記〕

本
稿
は
昭
和
五
十
六
年
十
月
国
語
学
会
秋
季
大
会
の
公
開
諮
演
で

発
表
し
た
草
稿
に
基
い
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る 。
巻
頭
写
真
の
石
山
寺・
西

大
寺
蔵
本
の
撮
影
は
八
幡
扶
桑
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る 。

||
広
島
大
学
教
授
||
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